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主 な 内 容

　

市
で
は
、
心
身
と
も
に
健
康
的
な
生
活
、
地
域
の
仲
間
づ
く
り
を
目
指
す
市
民
大
学
校
を
開
校
し
、
今
年
で
6
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年

度
は
市
民
が
地
域
活
動
を
実
践
し
て
い
く
橋
渡
し
と
な
る
新
学
部
を
設
置
し
、
さ
ら
に
コ
ー
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
あ
な
た
も
市
民

大
学
校
に
入
学
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　市は市民活動の活性化と市民活動団体の自発性の向
上を図るため、市民活動推進センターの管理運営の一
部を「市民活動推進センター運営協議会」に委託します。
　市民活動推進センター運営協議会は現在登録してい
る15団体を構成メンバーとした組織です。
　市民活動を行っている人、これから市民活動を始め
ようとする人への「情報」「活動」「交流」の場として
提供する施設で、白井駅前センター内にあります。
　登録するには公益的な活動を継続的に行っているか行おうとしている団体や個人
も対象となります。営利活動や宗教活動、政治活動などを行う団体や個人は登録で
きません。
　皆さんも施設を活用しませんか。登録すると共同活動室・共同作業室・印刷機・
コピー機・紙折り機・丁合機などが利用できます。
■問　市民参加推進課市民参加推進班　内線3151・2

白井市の人口
（3月末日現在）
人口　60,942人（＋118）
男　　30,470人（＋51）
女　　30,472人（＋67）
世帯　22,539戸（＋70）
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委託期間　平成22年4月1日～平成23年3月31日

市民活動市民活動推進センター推進センターのの管理運営を管理運営を委託委託

学部の目標・対象

募集コース 健康生活学部（6期生） シニア学部（6期生）

目標

「健康」をキーワードに
体、心、まちの幅広い視
点からさまざまなテーマ
で学習し、健康的な生活
や健康づくり活動の実践
を目指します

高齢期を豊かに生きる
ための学習を通じて友
人や生きがいをつくる
とともに、生涯にわた
る主体的な学習の実践
を目指します

こんな人に
お勧め

●心身の健康づくりに関
心があり実践していきた
い人
●いろいろな視点から
健康について学習した
い人
●健康づくりの仲間を
つくりたい人

●同年代の新たな出会
いや仲間を求めている
人
● 2 年間かけてじっく
り学習したい人
●いろいろなテーマで
積極的に学習していき
たい人

講座開催日 月 2日の平日（1年制）
月 2日平日（2年制で 2
年目は自主企画講座を
設定）

開催場所 市関連施設が中心

対象

市内在住・在勤 40 歳以
上 30 人（健康生活学部
3・4・5期を受講した人
は除く）

市内在住･在勤 60 歳以上
30 人（シニア学部 2・3・
4期を受講した人は除く）

受講料
無料
※交通費、保険代、材料費、施設入館料などの実
費が掛かる講座もあります。

北総鉄道運賃値下げに北総鉄道運賃値下げに向けた向けた説明会説明会
　7月17日㈯に予定されている成田新高速鉄道の開通に
伴い、北総鉄道運賃値下げに向けての市の取り組みに
ついて説明会を行います。日程・場所は下表のとおりで、
自由参加です。
　この説明会のほかにミニ懇談会でも受け付けます。
■問　企画政策課企画政策班　内線3352・3・6（説明会）、
秘書課広報広聴班　内線3371 ～ 4（ミニ懇談会）

説明会日程
日　時 場　所

8日㈯ 15：30 ～ 17：30 西白井複合センター
9日㈰ 10：00 ～ 12：00 保健福祉センター

    15日㈯ 15：00 ～ 17：00 桜台センター

※会場の駐車場は限られているので車での来場は控えて
ください。

〜
新
た
な
学
部
を
設
置
し
、
講
座
も
充
実
し
ま
す
〜

白井市はグラウンド・ゴルフ（デモスポ）開催地です

市
民
大
学
校
の
魅
力

【
コ
ー
ス
選
択
性
】

　

各
学
部
の
目
標
や
対
象
か
ら
自
分

の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
、
興
味

や
関
心
の
あ
る
学
部
を
選
択
で
き
ま

す
。

【
多
彩
な
講
座
と
講
師
陣
】

　

各
学
部
の
目
標
に
応
じ
た
多
彩
な

講
座
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
て
、
大

学
教
員
、
研
究
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、

市
民
活
動
団
体
、
卒
業
生
、
市
職
員

な
ど
が
講
師
を
務
め
ま
す
。

【
交
流
参
加
型
の
講
座
運
営
】

　

グ
ル
ー
プ
で
の
意
見
交
換
や
体
験

学
習
、
実
技
、
視
察
な
ど
を
は
じ
め

交
流
参
加
型
の
講
座
運
営
に
よ
り
、

受
講
生
が
主
役
と
な
り
講
座
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

【
グ
ル
ー
プ
の
輪
づ
く
り
】

　

班
編
成
を
通
し
て
段
階
的
に
仲
間

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
初
め
て
の

人
も
自
然
と
打
ち
解
け
安
心
し
て
講

座
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
月
２
日
程
度
の
講
座
】

　

毎
月
2
日
程
度
を
基
本
に
定
期
的

に
講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
卒
業

ま
で
無
理
な
く
受
講
で
き
ま
す
。

【
卒
業
生
の
活
躍
】

　

こ
れ
ま
で
3
0
0
人
を
超
え
る
人

が
卒
業
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
に
や
り
た
い
こ
と
を
発
見

し
、
地
域
で
充
実
し
た
活
動
を
実
践

し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
楽
し

く
交
流
し
た
り
、
さ
ら
な
る
学
習
活

動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
、
卒
業

生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

受
講
生
募
集

　

今
回
、
開
校
に
先
駆
け
て
募
集
を

行
う
の
は
健
康
生
活
学
部
、
シ
ニ
ア

学
部
（
2
年
制
）
の
2
コ
ー
ス
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や
対
象
は
上
表
の

と
お
り
で
す
。

　

詳
細
は
入
学
案
内
（
生
涯
学
習
課
、

各
セ
ン
タ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問　

5
月
24
日
㈪
（
必
着
） 

ま

で
に
入
学
案
内
に
添
付
さ
れ
た
入

学
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
郵
送
、
E
メ
ー
ル
で

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班　

内
線

3
4
3
2
・
3
、

     sy
ou
g
ai-g

a
k
u
sy
u
u
＠
c
ity
.sh
iro
i.

ch
iba.jp

へ

新
学
部
を
設
置
（
７
月

募
集
予
定
）

　

地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
中
、
み
ん
な
で
活
動
し
、

よ
り
良
い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
こ
う

と
い
う
ニ
ー
ズ
や
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

市
民
大
学
校
は
地
域
活
動
に
関
心

の
あ
る
人
が
地
域
に
一
歩
踏
み
出
し
、

こ
れ
ま
で
の
豊
か
な
経
験
と
地
域
へ

の
貢
献
意
欲
を
生
か
し
、
自
分
に
あ

っ
た
や
り
が
い
の
あ
る
地
域
活
動
を

実
践
し
て
い
く
橋
渡
し
と
な
る
新
学

部
の
設
置
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

募
集
に
か
か
わ
る
詳
細
な
内
容

（
学
部
名
、
開
催
日
時
、
講
座
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
な
ど
）
は
7
月
に
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

※応募者多数の場合は市民大学校の受講歴を考慮した上で
公開抽選会を行います。
　自主企画講座とは受講生自らが講座を企画・運営する講
座です。
　講座場所によっては車・公共交通機関による移動
が必要となる場合がありますので、各自で移動手段
を確保してください。

市
民
大
学
校
で

市
民
大
学
校
で　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

　　
　　
　　

学
習
と

学
習
と
交
流
交
流
のの
輪輪
づ
く
り

づ
く
り

健康生活学部での食生活講座



　

白
井
市
が
上
程
し
た
予
算
（
案
）

か
ら
削
除
さ
れ
た
「
北
総
鉄
道
運
賃

値
下
げ
支
援
補
助
金
」
は
千
葉
県
、

沿
線
6
市
2
村
（
市
川
市
・
船
橋

市
・
松
戸
市
・
鎌
ケ
谷
市
・
印
西

市
・
白
井
市
・
印
旛
村
・
本
埜
村
、

新
印
西
市
誕
生
の
た
め
現
在
は
6

市
）、
鉄
道
事
業
者
（
京
成
電
鉄

㈱
・
北
総
鉄
道
㈱
）
の
合
意
に
よ

り
、
補
助
・
拠
出
す
る
た
め
の
も

の
で
し
た
。
北
総
鉄
道
㈱
が
3
億

円
、
県
が
1
億
5
千
万
円
、
沿
線
市

村
が
そ
の
負
担
割
合
に
応
じ
合
計
で

1
億
5
千
万
円
を
5
年
間
支
出
す
る

こ
と
で
北
総
線
の
普
通
運
賃
を
平
均

　

北
総
鉄
道
の
運
賃
値
下
げ
の
た
め
、県
や
沿
線
自
治
体
、鉄
道
事
業
者
の
間
で
合
意
書
を
締
結
し
、そ
の
た
め
の
予
算
（
案
）

を
白
井
市
で
は
当
初
予
算
に
盛
り
込
み
、
白
井
市
議
会
へ
上
程
し
ま
し
た
。
白
井
市
議
会
で
の
審
議
に
お
い
て
修
正
案
が

提
案
さ
れ
「
北
総
鉄
道
運
賃
値
下
げ
支
援
補
助
金
」
2
、5
8
7
万
5
千
円
が
削
除
さ
れ
た
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
議
会
の
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、
再
度
予
算
（
案
）
を
上
程
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
5
㌫
弱
値
下
げ
、
通
学
定
期
券
運

賃
を
25
㌫
値
下
げ
す
る
な
ど
の
合
意

内
容
を
実
施
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

通
学
定
期
券
に
つ
い
て
は
、
現
在
市

が
行
っ
て
い
る
通
学
定
期
券
助
成
と

同
等
の
割
引
率
で
、
年
齢
制
限
も
な

く
な
る
こ
と
や
、
表
1
の
と
お
り
市

が
現
在
助
成
し
て
い
る
経
費
の
半
額

程
度
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
利

用
者
や
市
に
と
っ
て
有
利
な
こ
と
か

ら
、
合
意
し
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

　

合
意
に
基
づ
く
運
賃
値
下
げ
の
概

要
は
表
2
の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
の
補
助
金
支
出
に
つ
い
て
は
、

白
井
市
を
除
く
す
べ
て
の
沿
線
自
治

体
の
議
会
で
予
算
が
可
決
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
白
井
市
議
会
で
「
北
総
鉄

道
運
賃
値
下
げ
支
援
補
助
金
」
に
関

す
る
予
算
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
で
、

成
田
新
高
速
鉄
道
が
開
通
す
る
7
月

17
日
㈯
か
ら
の
通
学
定
期
割
引
を
含

む
運
賃
値
下
げ
の
実
施
の
前
提
が
崩

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
と
し
て
も
市
議
会
に
対
し
表
3

の
と
お
り
説
明
を
重
ね
て
き
ま
し
た

が
「
北
総
鉄
道
運
賃
値
下
げ
支
援
補

助
金
」
に
関
す
る
予
算
が
削
除
さ
れ

た
理
由
と
し
て
は
「
運
賃
問
題
の
抜

本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
」
「
公
金

を
支
出
し
て
5
㌫
弱
の
値
下
げ
で
は

満
足
で
き
な
い
」
「
合
意
は
高
運
賃

を
固
定
化
し
て
し
ま
う
」
な
ど
の
理

由
で
予
算
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
、　

今
後
の
取
り
組
み

　

今
回
の
運
賃
値
下
げ
合
意
ま
で
の

過
程
で
は
、
県
や
沿
線
自
治
体
で
の

調
整
や
鉄
道
事
業
者
と
の
交
渉
で
、

表
4
の
よ
う
な
大
変
厳
し
い
交
渉
が

あ
り
ま
し
た
。

　

合
意
内
容
は
値
下
げ
率
な
ど
で
、

必
ず
し
も
皆
さ
ん
が
満
足
す
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
少
し
で

も
値
下
げ
と
な
る
事
実
か
ら
こ
れ
に

合
意
し
、
今
後
さ
ら
な
る
値
下
げ
に

向
け
県
や
印
西
市
な
ど
沿
線
市
と
と

も
に
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班　

内

線
3
3
5
2
・
3

【表3】市議会への説明
日程 内容

平成21年
8月6日

【議員全員協議会】
千葉県から示された、運賃値下げについての
北総鉄道に対する支援・負担案の当初案、再
提案、最終提案、これまでの経過などを説明

8月17日 【議員全員協議会】
8月6日の説明に対し、追加資料について説明

9月4日
【議員全員協議会】
9月5日に知事・市長等会議が開催される旨の
説明、最終案を受け入れたい旨を説明

9月7日

【議員全員協議会】
9月5日知事・市長等会議
（千葉県、沿線自治体の支援額、国・鉄道事業
者への要請書の合意）の結果について説明

11月4日

【議員全員協議会】
9月5日に県・沿線首長で合意された要請書に
基づき、京成電鉄㈱の合意が得られず交渉が
難航する中で、国土交通省が調整案を提示し
たことから、議会に説明。また調整案を受け
入れたい旨を説明

11月27日
【議員全員協議会】
 合意書案の説明とともに、合意書に押印した
い旨を説明

※議員全員協議会とは議会の運営などに関する協議や調
整を行うため、全議員を議長が招集して行う会議のこと
です。

【表2】合意に基づく運賃値下げの概要（月額）
種類 区間 現行運賃 改定運賃 値下げ額

普通運賃

白井～新鎌ケ谷 370円 350円 20円

西白井～京成高砂 630円 600円 30円

白井～京成高砂 680円 650円 30円

千葉ニュータウン
中央～京成高砂 760円 720円 40円

通学定期券
（1カ月）

白井～新鎌ケ谷 8,880円 6,660円 2,220円

西白井～京成高砂 15,070円 11,310円 3,760円

白井～京成高砂 16,420円 12,320円 4,100円

千葉ニュータウン
中央～京成高砂 18,300円 13,730円 4,570円

通勤定期券
（1カ月）

白井～新鎌ケ谷 15,540円 15,370円 170円

西白井～京成高砂 26,460円 26,170円 290円

白井～京成高砂 28,560円 28,250円 310円

千葉ニュータウン
中央～京成高砂 31,920円 31,570円 350円

※ 通学定期券については現在、白井市が行っている通学定期
券助成と比較すると、年齢制限がなくなるほか、添付が必要
であった住所証明書が不要になる、購入できる駅が増えるな
どの変更点があります。

【表4-1】合意までの主な経緯
日程 内容

平成21年
1月22日

【副市長等会議】
運賃値下げに係わる支援の是非、条件について

4月24日
【副市長等会議】
千葉県が運賃値下げについて、北総鉄道㈱に
対する支援・負担案を提示（右表の①）

7月9日 千葉県が沿線市村や関係機関などの意見を踏
まえ、再提案（右表の②）

8月5日 千葉県が沿線市村や関係機関などの意見を踏
まえ、最終提案（右表の③）

9月5日

【知事・市長等会議】
千葉県・沿線市村が千葉県、沿線自治体の支
援額、国・鉄道事業者への要請書について合
意（右表の③）

9月18日 千葉県・沿線市村が京成鉄道㈱へ要請書を提出

9月25日 千葉県・沿線市村が北総鉄道㈱へ要請書を提出

10月20日 千葉県・沿線市村が国土交通省へ要請書を提出

11月2日 【副市長等会議】
国土交通省の調整案が示される（右表の④）

11月4日 白井市や沿線市村が国土交通省の調整案を受
け入れることを回答

11月27日 白井市が合意書に押印

11月30日 北総線運賃値下げに係わる合意書締結
※9月25日以降、国・県・鉄道事業者の間で調整が行われ
ましたが、11月4日まで鉄道事業者の合意は得られません
でした。

【表4-2】合意の概要

項目 ①千葉県当初案 ②千葉県再提案 ③県最終提案・
要請書

④国土交通省
調整案 合意書の内容

開始日 成田新高速鉄道開業日（平成22年7月17日）
実施期間 平成22年度～ 26年度（5年）
普通運賃値下げ率 平均5％以上 平均5％ 最低でも5％ 平均5％弱
通学定期値下げ率 通学定期券助成と同額程度（約25％）
通勤定期値下げ率 ― 平均1％強

支
援
負
担

都市再生機構 15億円を出資 ―

県 15億円を出資 年1億円を補助
（5年間）

年2億円を補助
（5年間）

自治体（千葉県
・沿線市村）で
合計年3億円の
補助（5年間）

年1.5億円を補助
（5年間）

沿線市村
（合計）

年3億円を補助
（5年間）

年2億円を出資
（5年間）

年1.5億円を補助
（5年間）

うち白井市 年6,900万円 年4,600万円 ― 年3,450万円※

京成電鉄㈱ 線路使用料を負担 線路使用料を負
担（年約4億円）鉄道事業者で合

計年3億円を拠出
（5年間）

線路使用料を負担
（北総鉄道㈱へ）

北総鉄道㈱ 自助努力 年3億円を拠出
（5年間）

※22年度は開業日が7月17日㈯のため、2,587万5千円となります。

支
援
補
助
金
が
予
算
か
ら
削
除

北
総
鉄
道
運
賃
値
下
げ
に
向
け
て

　市では通学生を持つ家庭の負担軽減のため、平成17年度から印西市・印旛村・本埜村と通学定
期の助成制度をつくり公費を投入するとともに、北総線運賃問題対策協議会を設置し、2市2村が
連携して運賃値下げに取り組んできました。
　協議会からの根強い要請や住民署名運動などが功を奏し、21年4月に入ると千葉県から運賃値
下げに向けた具体的な枠組みや各自治体の負担額が示されるようになりました。京成電鉄・北総
鉄道はなかなか値下げも負担も承諾せず、最終的に国土交通大臣の調整の下で合意が成立したの
は11月になってからでした。
　市としての強い要望であった「少なくとも15％の値下げ」「支援は補助ではなく出資で」など
は交渉の過程で断念せざるを得ませんでしたが、年間6,200万円を北総鉄道に払い、通学定期代
の25％割引をしている現状に比べ、3,450万円の負担で年齢制限なしの値下げが実現することは、
小さいけれど確実な前進であると判断し、最終合意をいたしました。
　しかし白井市議会においては、合意に基づき公費を使うことに対し否定的な意見が多く、予算
が削除されるという結果になりました。鉄道事業者は合意に基づく値下げを国に届け出、県やほ
かの沿線自治体も予算案が可決された中で、白井市議会だけが反対の判断を下したわけです。
　このままでは合意に基づいた運賃値下げの根拠はなくなり、いずれは値上げとなるでしょう。
運賃問題を白井市単独で解決できないことは、今までの長い取り組みの歴史を見れば明白です。
今後対案を持たずに予算も計上できなければ、共に歩んできた印西市を始め、県や沿線自治体と
の信頼を損ない、一体となって取り組むべきさらなる値下げへの道をもふさいでしまいます。さ
まざまな意見や疑問はあるとしても、地域全体で進めた合意を肯定できないものでしょうか。私
は引き続き議会の理解を求める努力をするつもりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白井市長　　横山　久雅子

皆さんも一緒に考えてください皆さんも一緒に考えてください

【表1】市からの公金投入

項目
合意による
白井市負担額

通学定期助成 差額

5年間合計 17,250万円※1 31,580万円※2 14,330万円

年額 3,450万円
6,164万円

（平成21年度実績）
2,714万円

※1　平成22年度は開業日が7月17日のため、白井市の
負担額は2,587.5万円となりますが、通学定期券助成と
の比較のため、3,450万円/年×5年で計算しています。
※2　通学定期助成を平成22年度から27年度まで実施し
た場合の推計値です。

2010.5.1 2



地方債の残高
総 務 債 71億3,956万8千円
民 生 債 9億8,121万円
衛 生 債 4億2,387万3千円
土 木 債 2億8,647万5千円
消 防 債 5,642万9千円
教 育 債 49億6,279万円
下 水 道 債 28億4,049万1千円

市の財産
土　地 955,270平方㍍
建　物 144,724平方㍍
車　両 86台
有 価 証 券 3億7,226万円

出資による権利 3億7,760万8千円

基　金
現　金 39億7,211万円
土　地 42,912平方㍍

歳入内訳

歳出内訳
区　　分 上半期 下半期 合　　計 予算額
議会費 8,516万5千円 9,026万円 1億7,542万5千円 1億8,143万2千円
総務費 9億6,598万7千円 16億4,595万9千円 26億1,194万6千円 29億8,702万2千円
民生費 15億7,776万4千円 18億4,000万3千円 34億1,776万7千円 38億610万6千円
衛生費 7億4,917万円 9億5,675万2千円 17億592万2千円 17億9,501万4千円

農林水産業費 4,439万5千円 6,476万6千円 1億916万1千円 1億2,305万7千円
商工費 1億136万6千円 10億6,590万2千円 11億6,726万8千円 11億9,588万5千円
土木費 1億4,714万4千円 3億3,414万7千円 4億8,129万1千円 9億9,663万1千円
消防費 5億1,371万6千円 4億7,819万9千円 9億9,191万5千円 10億8,870万3千円
教育費 8億1,536万4千円 12億9,311万4千円 21億847万8千円 34億1,576万7千円
公債費 8億240万5千円 12億8,328万8千円 20億8,569万3千円 21億3,183万4千円
諸支出金 3億5,964万4千円 7億2,440万7千円 10億8,405万1千円 11億5,958万4千円
そのほか 0円 617万7千円 617万7千円 935万3千円

区　　分 上半期 下半期 合　　計 予算額
市税 50億2,462万7千円 36億7,928万円 87億390万7千円 87億7,156万円

地方譲与税 4,974万円 7,607万円 1億2,581万円 1億5,800万円
地方消費税交付金 2億8,140万1千円 1億8,201万9千円 4億6,342万円 4億4,890万円
地方特例交付金 1億1,661万4千円 0円 1億1,661万4千円 1億1,661万4千円
地方交付税 2億9,930万2千円 2億5,710万5千円 5億5,640万7千円 5億453万5千円
国庫支出金 3億762万2千円 10億8,309万2千円 13億9,071万4千円 23億3,869万円
県支出金 1億1,870万円 2億7,729万4千円 3億9,599万4千円 6億9,506万3千円
繰入金 407万9千円 6億4,689万5千円 6億5,097万4千円 6億6,830万円
繰越金 3億9,011万円 12億3,085万2千円 16億2,096万2千円 16億2,096万1千円
諸収入 3億7,332万5千円 8億8,279万5千円 12億5,612万円 14億4,827万3千円
市債 0円 7億3,145万7千円 7億3,145万7千円 14億3,585万7千円

そのほか 2億2,126万7千円 2億5,009万1千円 4億7,135万8千円 6億8,363万5千円

歳入
予算総額 188億9,038万8千円
収入済額 164億8,373万7千円
収入率 87.26％

歳出
予算総額 188億9,038万8千円
支出済額 159億4,509万4千円
執行率 84.41％

　この「市の財政事情」は、市の財政がどのように運営されているかを3月31日
現在でお知らせするものです（平成21年度の収入や支出となる金額の整理期間が
5月31日まで設けられているため、最終的な決算額は現時点とは異なります）。
　平成21年度の一般会計予算は157億円でスタートしましたが、その後の補正な
どにより、188億9,038万8千円となっています。予算額には平成20年度から繰り
越された事業費13億9,944万4千円が含まれています。
　下半期に行った主な事業には、高齢者などが安心・安全に鉄道を利用するため
に北総鉄道㈱が行う西白井駅のバリアフリー化（エレベーターなどの整備）への
補助や、歩行者の安全の確保などのための白井駅・西白井駅における駐輪場の整備、
障害のある人への市内の日中活動の場の確保と支援体制の充実を図るための障害
者支援センターの改修工事などがあります。
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市長コラム

市役所に「絵」を
飾りました

市長　横山久雅子

Sharing
～共にすすむ～

　皆さんは市役所玄関から2階へ上る階段の途中に額絵が
あるのに気が付かれましたか。これは日本画家の田中路人
氏が生前に市に寄贈された作品のうちの1点であり、大きな
青い富士山の絵はロビー空間に見事にマッチしました。
　また、市役所の1階から5階までの柱や壁にも柏在住の画
家、早川義孝氏の作品を飾りました。メルヘンチックで色
彩豊かな絵は、心のひだに奥深く隠れている思い出を呼び
覚ましてくれるようです。これらもまた市役所を訪れる人々
に見ていただきたいと、昨年早川氏から寄贈を受けたもの
で、全部で30点ほどある作品はローテーションをしながら
全てを飾ることとしています。
　これらの作品を見て、安堵感に包まれたり感動を覚えた
りするのは私だけではないと思います。今まで事務的だっ
た市役所の空間が、少しだけ美しく変わりました。市役所
を訪れた際は、ぜひこれらの絵を探してご覧ください。中
にはきっとお気に入りの絵が見つかると思います。

 市長と田中路人氏の絵

一
般
会
計

市の財政事情
平成21年度　下半期

（10月1日～3月31日）

特別会計の予算執行状況
国民健康保険（事業勘定）

予算額
収入済額
支出済額

51億8,857万5千円
49億2,594万3千円
46億8,530万5千円

老人保健

予算額
収入済額
支出済額

1,324万8千円
1,351万円

1,104万4千円

介護保険（事業勘定）

予算額
収入済額
支出済額

20億1,838万円
19億6,884万8千円
16億4,738万5千円

後期高齢者医療

予算額
収入済額
支出済額

3億423万7千円
3億105万2千円
2億5,655万2千円

下水道事業

予算額
収入済額
支出済額

9億2,410万6千円
8億3,330万円

7億7,858万6千円

学校給食共同調理場事業

予算額
収入済額
支出済額

4億6,292万4千円
4億5,329万9千円
3億9,112万5千円

市税の内訳

市営水道事業の執行状況
収益的収入および支出（営業などに係る収支・税抜き）

区　分 上半期 下半期 合　計

収
　
入

水道料金 8,633万円 1億6,081万円 2億4,714万円
給水申込金 3,392万円 3,314万円 6,706万円
補助金 2,605万円 4,077万円 6,682万円
その他 102万円 193万円 295万円
合計 1億4,732万円 2億3,665万円 3億8,397万円

支
　
出

受水費 1億362万円 1億3,327万円 2億3,689万円
減価償却費 0円 6,448万円 6,448万円
人件費など 2,927万円 2,501万円 5,428万円
支払利息 780万円 760万円 1,540万円
合計 1億4,069万円 2億3,036万円 3億7,105万円

※支出額を上回る収入額は剰余金となります。

資本的収入および支出（建設などに係る収支･税込み）
区　分 上半期 下半期 合　計

収
　
入

出資金 1,483万円 1,240万円 2,723万円

企業債など 0万円 563万円 563万円

合計 1,483万円 1,803万円 3,286万円

支
　
出

建設改良に
要する経費 3,278万円 589万円 3,867万円

企業債償
還金など 1,502万円 8,225万円 9,727万円

合計 4,780万円 8,814万円 1億3,594万円
※収入が支出に不足する額は内部資金から補てんします。

繰越明許費 13億7,095万4千円

継続費逓次繰越 140万円

事故繰越 2,709万円

※この金額は3月31日現在であり、決算金額は議会の認定を受けて確定します。

市民税
 予算額 43億6,667万9千円

 収入済額 42億8,735万1千円

固定資産税
 予算額 34億7,194万7千円

 収入済額 34億7,811万円

軽自動車税
 予算額 4,994万9千円

 収入済額 5,232万6千円

市たばこ税
 予算額 3億1,222万7千円

 収入済額 3億1,360万円

特別土地保有税
 予算額 1千円

 収入済額 0円

都市計画税
 予算額 5億7,075万7千円

 収入済額 5億7,252万円

合計
 予算額 87億7,156万円

 収入済額 87億390万7千円
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完
了
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
平
成
21
年
度
に
繰
り
越
さ
れ

た
予
算

継
続
費
逓て

い
じ次
繰
越　

継
続
費
は
２
カ

年
度
以
上
に
わ
た
り
支
出
す
べ
き
経

費
の
総
額
お
よ
び
年
割
額
を
定
め
て

支
出
で
き
る
経
費
で
、
各
年
度
の
執

行
残
額
を
最
終
年
度
ま
で
順
次
繰
り

越
し
て
執
行
す
る
こ
と

事
故
繰
越　

避
け
が
た
い
事
故
な
ど

の
た
め
に
年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら

な
か
っ
た
も
の
を
翌
年
度
に
繰
り
越

し
て
執
行
す
る
こ
と

　
　

財
政
課
財
政
班　

内
線
3
3
3

1
、
上
下
水
道
課
業
務
班　

内
線

3
4
5
7

問

2010.5.13



　

市
で
は
行
政
改
革
の
具
体
的
な
取

り
組
み
を
明
ら
か
に
し
た
新
し
い

「
行
政
改
革
実
施
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
計
画
は
「
第
4
次
行
政
改

革
大
綱
」
に
基
づ
い
て
、
平
成
22
年

度
か
ら
5
年
間
の
具
体
的
な
取
り
組

み
を
示
し
た
も
の
で
、
大
綱
で
定
め

た
5
つ
の
重
点
項
目
に
基
づ
い
て
30

項
目
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
5

カ
年
間
の
財
政
的
効
果
の
目
標
額
を

現
時
点
で
約
6
億
8
、
7
0
0
万
円

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
新
た
な
取
り
組
み
を
加
え

な
が
ら
、
市
民
の
理
解
と
協
力
の
も

と
職
員
一
丸
と
な
っ
て
更
な
る
行
政

改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
4
次
行
政
改
革
大
綱
と
行
政
改

革
実
施
計
画
は
、
市
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
・
各
セ
ン
タ
ー
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
項
目
】

市
民
と
の
連
携
・
協
働

〔
協
働
の
推
進
〕

●
都
市
公
園
の
管
理
委
託
等
の
検
討

市
役
所
業
務
の
内
容
・
手
法
の
転
換

〔
業
務
委
託
の
推
進
〕

●
公
の
施
設
の
民
間
委
託
（
指
定
管

理
者
制
度
を
含
む
）
の
推
進
（
複
合

施
設
）

〔
業
務
内
容
・
手
法
の
転
換
に
よ
る

経
費
の
節
減
〕

●
電
算
業
務
の
見
直
し

●
庁
用
車
購
入
方
法
の
見
直
し

●
小
児
生
活
習
慣
病
検
診
対
象
者
の

見
直
し

●
白
井
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
第
3

種
公
認
の
更
新
の
見
直
し

●
健
康
文
化
都
市
評
価
事
業
の
廃
止

新
し
い
行
政
改
革
実
施
計
画
を　
　

新
し
い
行
政
改
革
実
施
計
画
を　
　

　
　
　
　
　
　
　

策
定
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

策
定
し
ま
し
た

●
個
別
計
画
の
見
直
し

●
庁
舎
等
の
清
掃
業
務
委
託
の
見
直

し●
庁
用
車
の
燃
料
等
契
約
の
見
直
し

●
キ
ャ
ン
プ
場
の
廃
止
を
含
め
た
検

討〔
業
務
内
容
・
手
法
の
転
換
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
〕

●
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
推
進

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
公
民
館
施
設
予

約
管
理
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

●
選
挙
投
票
事
務
の
電
算
化

●
税
証
明
の
出
張
所
で
の
交
付
の
検

討組
織
・
機
構
の
見
直
し
、
定
員
管
理

の
適
正
化

〔
組
織
・
機
構
の
見
直
し
〕

●
白
井
出
張
所
の
廃
止

〔
定
員
管
理
指
針
に
よ
る
定
員
管
理
〕

●
職
員
数
の
適
正
化

財
政
運
営
の
健
全
化

〔
受
益
者
負
担
の
適
正
化
〕

●
各
種
使
用
料
、
手
数
料
の
見
直
し

●
学
校
体
育
施
設
の
電
気
料
の
徴
収

〔
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化
〕

●
補
助
金
見
直
し
基
準
の
適
正
な
運

用●
市
単
独
扶
助
費
の
見
直
し

●
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

（
市
単
独
上
乗
せ
補
助
）
の
廃
止

〔
効
率
的
な
財
政
運
営
及
び
財
源
の
確
保
〕

●
市
有
地
の
有
効
利
用
の
検
討

●
公
売
の
実
施

●
教
職
員
住
宅
の
廃
止
・
売
却

●
市
有
財
産
の
有
効
活
用

●
自
動
販
売
機
の
目
的
外
使
用
に
お

け
る
納
付
金
制
度
の
導
入

●
土
地
開
発
基
金
の
見
直
し

問　

財
政
課
行
政
改
革
推
進
室　

内

線
3
3
8
1

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
企
業
会
計
の

考
え
方
を
取
り
入
れ
た
「
貸
借
対
照

表
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）」、「
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
」
を
作
成
し
、
広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
決
算
か
ら
は
総
務
省

で
示
さ
れ
た
「
総
務
省
方
式
改
訂

モ
デ
ル
」
に
よ
り
「
資
金
収
支
計
算

書
」、「
純
資
産
変
動
計
算
書
」
を
加

え
、
表
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
た
に
追
加
し
た
表
で
は
、
売
却

可
能
資
産
の
計
上
、
資
産
・
債
務
管

理
な
ど
の
財
政
情
報
を
よ
り
わ
か
り

や
す
く
、
透
明
性
の
向
上
を
図
る
た

め
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
表
の
説
明
は
次
の
と
お
り
で
、

詳
細
は
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

貸
借
対
照
表

　

今
ま
で
整
備
し
て
き
た
道
路
や
学

校
、
市
の
貯
金
な
ど
の
資
産
価
値
と
、

こ
の
資
産
を
つ
く
る
た
め
の
資
金
を

ど
の
よ
う
に
調
達
し
た
か
を
表
し
ま

す
。

　

平
成
20
年
度
末
に
保
有
す
る
資
産

の
価
値
は
6
8
4
億
円
で
す
。
そ
の

う
ち
売
却
可
能
な
資
産
の
売
却
可
能

価
格
は
2
億
円
で
す
。

　

貸
方
（
資
産
の
調
達
方
法
）
の
う

ち
、
1
8
2
億
円
は
今
後
支
払
い
が

必
要
な
金
額
で
、
残
り
の
5
0
2
億

円
は
支
払
い
が
必
要
の
な
い
金
額
を

示
し
て
い
ま
す
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

住
民
票
の
交
付
や
ご
み
処
理
な
ど

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
掛
か
る
コ
ス
ト

（
費
用
）
と
、
こ
の
コ
ス
ト
を
賄
う

た
め
の
使
用
料
な
ど
の
収
入
を
表
し

ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
コ
ス
ト
総
額
は

1
3
3
億
円
で
、
こ
の
う
ち
生
活
保

護
の
給
付
費
や
一
部
事
務
組
合
へ
の

負
担
金
な
ど
の
コ
ス
ト
が
61
億
円
と

最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
対
価
と
し
て

直
接
い
た
だ
い
た
収
入
は
6
億
円
で
、

差
額
の
1
2
7
億
円
が
税
金
な
ど
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

純
資
産
変
動
計
算
書

　

貸
借
対
照
表
に
計
上
し
て
い
る
純

資
産
（
資
産
か
ら
負
債
を
引
い
た
も

の
）
が
、
1
年
間
で
ど
れ
く
ら
い
変

動
し
た
か
を
表
し
ま
す
。

　

毎
年
経
常
的
に
発
生
す
る
費
用
か

ら
そ
の
対
価
で
あ
る
収
入
（
受
益
者

負
担
）
を
除
い
た
純
経
常
行
政
コ
ス

ト
は
1
2
7
億
円
で
、
受
益
者
負
担

以
外
の
市
税
や
地
方
交
付
税
・
国
や

県
の
補
助
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
20
年
度
期
末
資
金
残
高
は

5
0
2
億
円
で
、
1
年
間
で
32
億
円

増
加
し
て
い
ま
す
。

資
金
収
支
計
算
書

　

現
金
の
流
れ
を
3
つ
の
区
分
に
分

け
て
表
し
て
い
ま
す
。

　

経
常
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
現
金
の
流
れ
を
表
す
経
常
的
収
支

の
部
で
は
、
職
員
の
給
料
や
消
耗
品

の
購
入
な
ど
の
支
出
と
、
市
税
や
地

方
交
付
税
・
国
や
県
の
補
助
金
な
ど

の
収
入
が
あ
り
、
差
し
引
き
で
43
億

円
残
り
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
資
産

の
整
備
に
対
す
る
現
金
の
流
れ
を
表

す
公
共
財
産
整
備
収
支
の
部
で
は
、

道
路
や
学
校
な
ど
の
建
設
に
使
わ
れ

た
支
出
と
、
そ
の
補
助
と
し
て
受
け

た
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
あ

り
、
差
し
引
き
16
億
円
不
足
し
ま
す

が
、
不
足
分
は
経
常
的
収
支
の
部
の

残
額
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

投
資
な
ど
に
対
す
る
現
金
の
流
れ

を
表
す
投
資
・
財
務
的
収
支
の
部
で

は
、
地
方
債
の
償
還
金
な
ど
に
使
わ

れ
た
支
出
と
、
地
方
債
の
発
行
な
ど

に
よ
る
収
入
が
あ
り
、
差
し
引
き
18

億
円
不
足
し
ま
す
が
、
不
足
分
は
公

共
資
産
整
備
収
支
の
部
と
同
様
に
経

常
的
収
支
の
部
で
の
残
額
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。

問　

財
政
課
財
政
班　

内
線
3
3
3

1
・
2
・
7

市
の
財
務
諸
表
を
公
表
し
ま
す

一部事務組合　消防やごみ処理など、
広域で取り組んだ方が効率的な事務
を共同処理するため、複数の市町村
で構成する行政体です
地方交付税　法人税やたばこ税な
どの5つの国税を一定の配分により、
国から市町村へ交付されるお金です
減価償却　建物や道路などの施設が、
時の経過にしたがって、取得時より
も価値が減少したと認められる額で
す
地方債　おもに公共施設などの建設
の際に必要となる財源を調達するた
め、1会計年度を越えて返済する借
入金です

用語の解説

【行政コスト】
区分 金額

人にかかるコスト 職員の給与や議員の報酬など 29億円

物にかかるコスト 消耗品費、修繕費や施設の
減価償却費など 38億円

移転支出的なコスト 生活保護費や一部事務組合などへの負担金など 61億円

そのほかのコスト 地方債（借金）の利子など 4億円
合計 133億円

【収入】
区分 金額

使用料・手数料 保育料など 2億円

分担金・負担金
寄付金 給食費など 3億円

合計 6億円

差引（収入 － 行政コスト） △127億円

区分 金額

首期純資産残高 470億円

純経常行政コスト △127億円

調達資金 159億円

期末純資産残高 502億円

期首資金残高 8億円

区分 支出 収入 差し引き
経常的収支の部 118億円 161億円 43億円
公共資産整備収支の部 32億円 16億円 △16億円
投資・財務的収支の部 19億円 5千万円 △18億円

期末資金残高 16億円

借方〔資金の使途〕
【資産】

①公共資産
（1）有形固定資産 566億円
学校、道路、公園など
（2）売却可能資産 2億円
　小計 568億円

②投資など
（1）出資金、基金など 72億円
（2）長期延滞債権 8億円
（3）回収不能見込み額 △2億円
　小計 77億円

③流動資産 39億円

資産合計 684億円

貸方〔資金の調達方法〕
【負債】（これからの世代が負担）
①固定負債（市が借りている
お金の残高など） 162億円
②流動負債（平成21年度に返
済が予定されている額） 20億円
　小計 182億円

【純資産】（これまでの世代が負担）

①公共資産等整備国県支出金など 80億円

②公共資産等整備一般財源など 470億円

③その他一般財源など △48億円

④資産評価差額 0円

　小計 502億円

負債・純資産合計 684億円

※表中に表示している数値は四捨五入しているため、合計値とは一致しない箇所があります。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

行政コスト計算書

資金収支計算書

貸借対照表

純資産変動計算書
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

白
井
駅
前
駐
輪
場
供
用
開
始

　

白
井
駅
前
の
駐
輪
場
は
7
月
1
日

㈭
か
ら
有
料
の
許
可
制
駐
輪
場
と
し

て
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

駐
輪
場
は
自
転
車
と
排
気
量
50
㏄

以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
（
第
3
駐

輪
場
の
み
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
期
間　

平
成
22
年
7
月
1
日
㈭

〜
平
成
23
年
3
月
31
日
㈭

※
途
中
か
ら
の
利
用
は
1
カ
月
が
単

位
で
す
。

定
期
利
用　

利
用
承
認
の
日
か
ら
平

成
23
年
3
月
31
日
㈭
ま
で
利
用
可
能

で
、
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す

一
時
利
用　

一
時
利
用
券
購
入
時
か

ら
24
時
間
利
用
可
能
で
、
24
時
間
を

超
え
る
場
合
は
再
度
一
時
利
用
券
を

購
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

場
所　

左
図
の
と
お
り

駐輪場別駐輪台数

駐輪場名
自転車 原動機付

自転車定期 一時

第1駐輪場 533台 16台 ―

第2駐輪場 184台 ― ―

第3駐輪場 354台 24台 40台

第4駐輪場 415台 ― ―

駐輪場使用料

利用区分
市内在住者 市外在住者

自転車
原動機付
自転車

自転車
原動機付
自転車

定期利用
（年額）

一般 2,400円 3,600円 4,800円 7,200円

高校生以下 1,200円 1,800円 2,400円 3,600円

一時利用 100円 200円 100円 200円

駐
輪
台
数　

左
表
の
と
お
り

使
用
料
金　

下
表
の
と
お
り

駐
輪
場
利
用
ル
ー
ル
・
注
意
事
項

○
駐
輪
場
内
で
の
自
転
車
な
ど
の
盗

難
・
損
傷
な
ど
利
用
者
の
損
害
に
つ

い
て
、
市
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま

せ
ん

○
盗
難
防
止
な
ど
の
た
め
、
利
用
者

は
自
転
車
な
ど
に
必
ず
住
所
・
氏
名

を
明
記
し
、
確
実
に
施
錠
を
し
て
く

だ
さ
い

○
危
険
防
止
の
た
め
、
駐
輪
場
内
は

降
車
し
て
通
行
し
、
ラ
ッ
ク
・
区
画

線
に
き
ち
ん
と
停
め
て
く
だ
さ
い

（
ラ
ッ
ク
に
収
ま
ら
な
い
サ
イ
ズ
の

自
転
車
は
ラ
ッ
ク
個
所
で
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
）

○
指
定
駐
輪
場
以
外
へ
の
駐
輪
や
無

許
可
駐
輪
な
ど
の
ル
ー
ル
違
反
を
し

た
自
転
車
な
ど
は
、
撤
去
し
ま
す

○
発
火
性
・
引
火
性
な
ど
の
危
険
物

の
駐
輪
場
内
へ
の
持
ち
込
み
や
、
ゴ

ミ
な
ど
は
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い

○
自
転
車
な
ど
は
駅
側
か
ら
間
を
空

け
ず
に
駐
輪
し
て
く
だ
さ
い

○
駐
輪
場
内
の
利
用
は
、
係
員
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

定
期
利
用
の
申
請

　

郵
送
か
直
接
交
通
防
災
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
は
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
）。

受
付
期
間　

〜
5
月
20
日
㈭
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
申
し
込
み
は
1
人
1
台
で
す
。

　

受
付
期
間
を
過
ぎ
て
も
駐
輪
場
に

空
き
が
あ
る
場
合
は
随
時
受
け
付
け

ま
す
。

　

平
成
23
年
4
月
以
降
の
利
用
は
平

成
22
年
12
月
頃
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
書　

交
通
防
災
課
・
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
、白
井
駅
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す

使
用
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
免
除
・
減
額
制
度
が

あ
り
ま
す
（
定
期
利
用
申
請
時
に
身

体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
写
し
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
）

○
生
活
保
護
法
に
基
づ
き
、
保
護
を

5
月
は
「
自
転
車
安
全

利
用
月
間
」

　

自
転
車
は
誰
も
が
利
用
で
き
る
手

軽
で
便
利
な
乗
り
物
で
す
が
、
ル
ー

ル
を
守
ら
な
い
と
大
き
な
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
正
し

く
理
解
し
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
安
全

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
は
車
道
通
行
が
原
則

　

自
転
車
は
道
路
交
通
法
で
軽
車
両

に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
車
道
と

歩
道
が
区
別
さ
れ
て
い
る
場
所
で
は

車
道
を
通
行
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　

次
の
場
合
は
例
外
と
し
て
自
転
車

で
歩
道
を
通
行
で
き
ま
す
。

○
「
自
転
車
歩
道
通
行
可
」
の
標
識

が
あ
る
場
合

○
自
転
車
の
運
転
者
が
13
歳
未
満
か

70
歳
以
上
、
体
の
不
自
由
な
人
の
場

合○
工
事
中
や
連
続
し
て
駐
車
車
両
が

あ
る
な
ど
の
道
路
状
況
か
ら
車
道
の

通
行
が
困
難
な
場
合

○
自
動
車
な
ど
の
交
通
量
が
著
し
く

多
く
、
か
つ
車
道
の
幅
が
狭
い
な
ど
、

安
全
に
車
道
を
通
行
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合

●
車
道
は
左
側
を
通
行

　

自
転
車
は
車
道
の
左
側
端
を
通
行

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
歩
道
は
歩
行
者
優
先
、
自
転
車
は

車
道
側
を
徐
行

　

自
転
車
で
も
歩
道
を
通
行
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
歩
道
は
歩
行

者
が
安
全
に
通
行
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
自
転
車

で
は
車
道
側
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
た
り
、
そ

の
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
一
時
停
止

や
自
転
車
を
押
し
て
歩
く
な
ど
し
て

安
全
に
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

●
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

【
交
差
点
で
の
一
時
停
止
と
安
全
確

認
】

　

自
転
車
が
関
係
す
る
事
故
の
多
く

は
交
差
点
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

一
時
停
止
の
標
識
が
あ
る
交
差
点

や
見
通
し
の
悪
い
場
所
で
は
一
時
停

止
を
し
、
慣
れ
た
道
で
も
「
車
や
歩

行
者
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
考

え
、
安
全
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
】

　

暗
く
な
っ
て
き
た
ら
早
め
に
ラ
イ

ト
を
点
灯
し
、
周
囲
に
存
在
を
知
ら

せ
ま
し
ょ
う
。

　

反
射
材
を
付
け
て
車
の
運
転
者
か

ら
見
え
や
す
く
し
ま
し
ょ
う
。

【
禁
止
事
項
】

　

次
の
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転　

自
転
車
は
道
路
交
通
法

で
軽
車
両
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

酒
を
飲
ん
で
運
転
す
る
こ
と
は
、
道

路
交
通
法
違
反
で
あ
り
、
危
険
な
行

為
で
す
。
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

2
人
乗
り　

普
通
自
転
車
の
2
人
乗

り
は
禁
止
で
す
。

※
16
歳
以
上
が
6
歳
未
満
の
子
ど
も

を
一
人
乗
せ
る
場
合
と
「
幼
児
二
人

同
乗
用
自
転
車
」
に
限
り
、
幼
児
2

人
を
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

並
進
走
行　
「
並
進
可
」
の
標
識
が

あ
る
場
所
以
外
で
は
、
横
に
並
ん
で

走
行
す
る
こ
と
は
禁
止
で
す
。

「
傘
差
し
」
な
ど
の
片
手
運
転　

傘

を
差
し
な
が
ら
の
運
転
や
携
帯
電
話

を
使
用
し
な
が
ら
の
運
転
な
ど
は
前

方
不
注
意
に
な
り
大
変
危
険
で
す
の

で
や
め
ま
し
ょ
う
。

運
転
中
の
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の
使
用　

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
使
用
す
る
と
周
囲
の

音
が
聞
こ
え
ず
、
危
険
に
気
付
く
こ

と
が
遅
れ
る
の
で
運
転
中
の
使
用
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　

子
ど
も
は
自
転
車
で
転
ん
だ
り
交

通
事
故
に
遭
っ
た
と
き
、
頭
部
に
け

が
を
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

頭
部
を
守
る
た
め
に
、
子
ど
も
に
自

転
車
を
運
転
さ
せ
る
と
き
や
保
護
者

が
補
助
い
す
を
使
用
し
て
幼
児
を
同

乗
さ
せ
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
乗
る
前
に
点
検

　

小
さ
な
不
備
で
も
大
き
な
事
故
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
事

故
防
止
の
た
め
に
、
自
転
車
に
乗
る

前
に
各
部
が
正
常
に
動
く
か
ど
う
か

点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
T
S
マ
ー
ク
を
張
り
ま
し
ょ
う

　

T
S
マ
ー
ク
は
自
転
車
安
全
整
備

店
で
自
転
車
安
全
整
備
士
が
点
検
・

整
備
（
有
料
）
を
し
た
道
路
交
通
法

に
基
づ
く
安
全
な
普
通
自
転
車
の
証

し
の
マ
ー
ク
で
す
。
万
が
一
事
故
が

起
き
た
場
合
、
T
S
マ
ー
ク
が
張
っ

て
あ
れ
ば
賠
償
責
任
保
険
・
傷
害
保

険
が
付
い
て
い
る
の
で
安
心
で
す

（
補
償
期
間
は
点
検
・
整
備
を
し
て

か
ら
1
年
間
で
す
）。

千
葉
県
自
転
車
軽
自
動
車
商
協
同
組

合
☎
0
4
3
（
2
6
6
）
3
2
2
1

・

  h
ttp://w

w
w
.ch
u
ok
ai-

ch
iba.or.jp/cy

cle/

問　

交
通
防
災
課
交
通
防
災
班　

内

線
3
3
2
2

　説明会後、定期利用の受け付けも行います。
日時　5月15日㈯　午前10時～ 11時、午後2時～ 3時
場所　白井駅前センター
対象　一般（自由参加）
■問　交通防災課交通防災班　内線3321

白井駅前駐輪場利用説明会・申込受付

TSマークTSマーク

受
け
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
人

○
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
き
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

○
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
き
、
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

人
と
そ
の
児
童

○
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
交
付
さ
れ
た
療
育
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
人

駐
輪
ラ
ッ
ク
寄
付
お
礼

　

駐
輪
場
の
整
備
工
事
に
際
し
、
白

井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
白
井
駅

圏
に
96
台
、
西
白
井
駅
圏
に
90
台
の

駐
輪
ラ
ッ
ク
の
寄
付
が
あ
り
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
さ
ん
が

取
り
付
け
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

申
・
問　

交
通
防
災
課
交
通
防
災
班

内
線
3
3
2
1
〜
3
へ

白井駅前第3駐輪場白井駅前第3駐輪場

「自転車歩道通行可」の標識「自転車歩道通行可」の標識

2010.5.15



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

軽
自
動
車
税　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
納
期
限
は
31
日
㈪
で
す

●
市
税
な
ど
は
期
限
内
に
納
付
し
ま

し
ょ
う

●
納
期
限
内
に
限
り
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
も
支
払
い
が
で
き
ま
す

　

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た

機
器
の
利
用
促
進
を
図
り
、
地
球
温

暖
化
防
止
な
ど
環
境
の
保
全
に
資
す

る
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
者
に
対
し
て
設
置
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

申
請
期
間　

平
成
22
年
6
月
1
日
〜

平
成
23
年
2
月
28
日

対
象　

次
の
①
〜
③
を
す
べ
て
満
た

す
人
で
、
か
つ
A
・
B
の
両
方
を
満

た
す
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
場
合

（
予
算
内
で
先
着
順
）

① 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

（
補
助
金
交
付
は
1
住
宅
に
つ
き
1

回
限
り
で
す
）

●
自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
未

使
用
品
の
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し

た
人
（
平
成
22
年
4
月
1
日
以
降
に

工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
た
も
の
）

●
住
宅
建
設
業
者
な
ど
か
ら
未
使
用

品
で
あ
る
発
電
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ

れ
た
市
内
の
住
宅
を
購
入
し
、
当
該

住
宅
に
自
ら
居
住
す
る
人
（
平
成
22

年
4
月
1
日
以
降
に
売
買
契
約
を
締

結
し
た
も
の
）

※
店
舗
と
の
併
用
住
宅
の
場
合
は
居

住
面
積
が
延
床
面
積
の
2
分
の
1
以

上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
白
井
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

人
（
外
国
籍
の
人
の
場
合
は
外
国
人

登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　

設
置
費
補
助
制
度

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

A
住
宅
の
屋
根
な
ど
に
設
置
す
る
太

陽
電
池
を
用
い
て
太
陽
の
光
を
電
力

に
変
換
す
る
シ
ス
テ
ム

B
電
力
会
社
と
「
系
統
連
携
に
伴
う

電
力
受
給
に
関
す
る
契
約
」
を
締
結

し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

補
助
金
額　

10
万
円
を
上
限
に
1
㌔

㍗
当
た
り
2
万
5
、
0
0
0
円
（
千

円
未
満
は
切
り
捨
て
）

※
算
定
は
最
大
出
力
値
で
行
い
、
単

位
は
㌔
㍗
、
小
数
点
以
下
第
3
位
を

四
捨
五
入
す
る
。

申
・
問　

申
請
用
紙
（
環
境
課
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

必
要
書
類
を
添
え
て
直
接
環
境
課
環

境
保
全
班
内
線
3
2
7
7
へ
（
郵
送

受
け
付
け
不
可
）

み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ

い
に
し
ま
し
ょ
う

〜
ご
み
ゼ
ロ
運
動
〜

　
「
ご
み
ゼ
ロ
運
動
」
は
関
東
甲
信

越
静
の
1
都
10
県
で
一
斉
に
行
わ
れ

る
統
一
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　

毎
年
5
月
30
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）

に
近
い
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
ご
み
ゼ
ロ
運
動
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
主
要
道
路
お
よ
び
各
地

区
内
道
路
周
辺
な
ど
の
清
掃
活
動
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
実
施
内
容
は
、
各
自
治
会

長
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時　

30
日
㈰　

午
前
8
時
〜
10
時

場
所　

市
内
全
域

問　

環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班　

内
線
3
2
7
4
へ

条例適用追加地区
地区計画名称 地区計画区域

1 桜台住宅地区地区計画 桜台二丁目・三丁目
2 桜台業務・公益的施設地区地区計画 桜台一丁目他
3 西白井地区地区計画 西白井一丁目から四丁目
4 白井駅北住宅地区地区計画 笹塚二丁目の一部・三丁目
5 白井駅北業務施設地区（Ａブロック）地区計画 笹塚一丁目・二丁目の一部
6 野口地区地区計画 野口地区
7 堀込三丁目東地区地区計画 堀込三丁目の一部
8 けやき台二丁目地区地区計画 けやき台二丁目の一部
9 七次台三丁目沿道地区地区計画 七次台三丁目の一部
10 復インターチェンジ周辺地区地区計画 復地区の一部

　10地区（下表のとおり）を適用区域として追加した「白井市地区計画
の区域内における建築物の制限に関する条例」を7月1日㈭から施行します。
　条例を適用する区域についてパブリックコメントを実施しましたが、
意見はありませんでした。
　確認申請をする場合は、条例の規定事項が適合していることがわかる
図書を添付し、申請してください。
条例の概要
①建築物を制限
　制限内容は次のとおりです。
※地区整備計画に定められている制限内容を条例化しています。
〔制限内容〕
◦建築物の用途の制限
◦建築物の容積率の最高限度
◦建築物の建ぺい率の最高限度
◦建築物の敷地面積の最低限度
◦建築物の壁またはこれに代わる柱面の位置の制限
◦建築物の高さの最高限度
②制限の緩和
　条例制定時にすでに建築されている建築物は、一定の範囲内で制限が
緩和される場合があります。
③罰則
　条例違反者は罰則が適用されます。
地区計画の届け出
　地区計画の届け出はこれまでどおり工事着手の30日前までに都市計画
課へ提出してください。
　建築確認申請を伴わない建築行為も同様です。
■問　都市計画課宅地建築班　内線3232 

7月1日7月1日㈭㈭からから条例条例適用区域が追加されます適用区域が追加されます

　市では地震による被害の軽減と災害に強いまちづくりを推
進するため、新耐震基準を満たさない建築物の耐震化を図る
「白井市耐震改修促進計画」をまとめました。
　この計画は平成27年度を目標年度とし、主に市有建築物や
住宅の耐震化を進めるための方針や施策などを定めたもので、
今後はこの計画に沿い具体的な施策を進めます。
【パブリックコメント結果】
　この計画を策定するにあたり、3月1日からパブリックコメ
ントを実施しましたが、期間中に提出された意見はありませ
んでした。
　策定した「白井市耐震改修促進計画」は、市役所1階の情報
公開コーナー、市都市計画課、市ホームページで閲覧できます。
■問　都市計画課宅地建築班　内線3232・3

地震に備えた対策を地震に備えた対策を
白井市耐震改修促進計画を策定白井市耐震改修促進計画を策定

　市では市民の安全と建築物の耐震化を促進するための「白
井市耐震改修促進計画」を策定し、支援策の充実に努めてい
ます。その1つとして旧耐震基準（昭和56年5月31日以前）で
建築された木造住宅を対象に、簡易な耐震診断相談会を毎月
開催しています。
　この相談会で地震による倒壊の危険性があると診断された
場合は、市の補助制度（限度額7万円）を活用して国が定める
方法による耐震診断を受けることができます。
日時　21日㈮　午前10時～
場所　市役所2階相談室
対象　昭和56年以前に建築された木造住宅　6件（申し込み順）
相談員　木造住宅耐震診断士（一級建築士など）
相談料　無料
■申・■問　14日㈮までに、電話か直接都市計画課宅地建築班　
内線3233へ 

耐震診断補助金で専門家の診断を受けよう耐震診断補助金で専門家の診断を受けよう

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

市
は
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
品
物

の
有
効
利
用
を
促
進
し
、
ご
み
を
増

や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
「
リ
サ

イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

30
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
〜

午
後
3
時
（
雨
天
中
止
）

場
所　

市
役
所
駐
車
場

【
出
店
者
募
集
】

　

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

友
達
な
ど
と
近
く
で
出
店
を
希
望

す
る
場
合
は
、
申
し
込
み
時
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
店
舗　

1
0
0
店
舗

（
応
募
者
多
数
の
場
合
や
店
舗
の
位

置
は
抽
選
）

※
結
果
は
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

出
店
料　

無
料

出
店
条
件　

市
内
在
住
者
で
販
売
を

な
り
わ
い
と
し
て
い
な
い
人

販
売
で
き
な
い
も
の　

飲
食
物
、
ペ

ッ
ト
、
品
質
の
保
証
が
で
き
な
い
物
、

法
律
で
販
売
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
物

申
・
問　

14
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
「
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
店
希
望
」・
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
出
店
品
目
を
記
入
の
上
、
郵

送
ま
た
は
直
接
（
は
が
き
持
参
）

環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
班　

内
線
3
2
7
4
へ

　3月に行われた「サダコと折り鶴ポスター展」に併
せて実施した千羽鶴の作成は、市民やボランティア
スタッフなど、たくさんの協力により54,117羽が集
まり、3月29日に広島へ発送することができました。
　ご協力ありがとうございました。
■問　企画政策課男女共同参画室　内線3355

印
西
都
市
計
画
変
更
案

の
縦
覧

　

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
（
印
西

牧
の
原
駅
北
側
の
21
住
区
）
の
見
直

し
に
伴
い
、
関
連
す
る
都
市
計
画
の

変
更
案
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

7
日
㈮
〜
21
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

場
所　

市
都
市
計
画
課
、
県
県
土
整

備
部
都
市
計
画
課

内
容　

新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業

【
意
見
書
を
提
出
す
る
場
合
】

　

意
見
、
住
所
、
氏
名
な
ど
を
記
載

し
た
書
面
を
千
葉
県
知
事
あ
て
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

白
井
市
を
含
む
印
西
都
市
計

画
区
域
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

（
法
人
を
含
む
）、
都
市
計
画
変
更
案

に
係
る
利
害
関
係
を
有
す
る
人

提
出
先　

市
都
市
計
画
課

提
出
期
限　

21
日
㈮
（
当
日
消
印
有

効
）

申
・
問　

都
市
計
画
課
計
画
整
備
班

内
線
3
2
3
4
・
5
、
県
県
土
整
備

部
都
市
計
画
課
☎
0
4
3
（
2
2
3
）

3
3
7
6
へ

折り鶴54,117羽　広島へ

昨年のリサイクルマーケット昨年のリサイクルマーケット
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④
選
挙
関
係
者
や
徴
税
・
警
察
に
直

接
関
係
の
な
い
人

業
務
内
容　

市
内
の
一
定
区
域
（
調

査
区
）
の
調
査
を
受
け
持
ち
、
調
査

の
対
象
（
事
業
所
や
世
帯
な
ど
）
を

訪
問
し
て
、
調
査
の
依
頼
、
調
査
票

の
配
布
・
回
収
な
ど
を
行
い
ま
す
。

報
酬　

あ
り
（
報
酬
額
は
調
査
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

【
国
勢
調
査
】

　

国
勢
調
査
は
日
本
国
内
に
住
む
す

べ
て
の
人
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も

基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
今
年
の
10

月
1
日
㈮
に
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

申
・
問　

企
画
政
策
課
情
報
管
理
班

内
線
3
3
5
8
・
9
へ

緑
の
募
金

　

毎
年
春
に
各
地
区
の
自
治
会
な
ど

の
協
力
を
受
け
、
緑
の
募
金
（
家
庭

募
金
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
深
い
理
解
と
暖
か
い
支
援
に
よ
り
、

白
井
市
は
毎
年
県
内
有
数
の
募
金
実

績
を
上
げ
て
い
ま
す
。
緑
の
募
金
は

公
共
施
設
な
ど
へ
の
植
樹
、
緑
の
少

年
団
の
育
成
、
緑
化
運
動
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
身
近
な
環
境
の
緑

化
か
ら
、
森
林
の
整
備
、
緑
の
普
及

啓
発
事
業
、
森
林
環
境
教
育
と
さ
ま

ざ
ま
な
緑
化
事
業
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
市
で
は
昨
年
度
、
緑
の
募

金
還
元
事
業
費
で
今
井
の
桜
の
剪
定

管
理
、
緑
化
用
の
花
の
種
の
購
入
な

ど
の
緑
化
事
業
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

【
平
成
21
年
度
の
募
金
実
績
】

千
葉
県　

3
5
、8
4
2
、6
3
8
円

白
井
市　

　

1
、6
1
2
、4
9
5
円

問　

農
政
課
農
政
班　

内
線
3
2
5

4統
計
調
査
員
募
集

　

市
で
は
統
計
法
に
基
づ
い
て
国
な

ど
が
行
う
各
種
統
計
調
査
に
従
事
す

る
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
者

を
調
査
員
候
補
者
と
し
て
登
録
し
、

調
査
の
種
類
に
応
じ
、
市
か
ら
業
務

の
依
頼
を
し
ま
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
を
満
た
し
て
い

る
人

①
20
歳
以
上
で
期
間
中
に
調
査
活
動

に
専
念
で
き
る
人

②
秘
密
の
保
持
が
で
き
る
人

③
調
査
区
域
内
の
移
動
が
で
き
る
人

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

知
的
障
害
ま
た
は
重
複
障
害
の
あ

る
人
の
日
中
活
動
を
支
援
す
る
生
活

介
護
事
業
や
、
障
害
の
あ
る
人
や
そ

の
家
族
を
対
象
に
各
種
の
相
談
支
援

事
業
を
行
う
「
市
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
4
月
1
日
に
開
所
し
、
同

月
14
日
に
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
旧
南

山
保
育
園
を
全
面
改
修
に
よ
り
整
備

し
「
放
課
後
ク
ラ
ブ
「
ビ
リ
ー
ブ
」

も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

所
在
地　

南
山
1
―
8
―
1

指
定
管
理
者　

特
定
非
営
利
活
動
法

人
障
害
児
・
者
サ
ポ
ー
ト
し
ろ
い

【
生
活
介
護
事
業
】

　

知
的
障
害
の
あ
る
人
に
、
昼
間
の

排
せ
つ
・
食
事
の
介
護
な
ど
を
行
う

と
と
も
に
、
創
作
的
活
動
や
生
産
活

市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所

市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所

動
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

開
所
日
時　

月
〜
金
曜
日　

午
前
9

時
〜
午
後
4
時

直
通
電
話
・
フ
ァ
ク
ス　

☎
（
4
0

1
）
0
6
2
1
・
℻  
（
4
9
1
）
7

3
3
3

【
相
談
支
援
事
業
】

　

障
害
の
あ
る
人
が
自
立
し
た
日
常

生
活
・
社
会
生
活
を
送
る
た
め
に
、

本
人
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
・
権
利
擁
護

の
た
め
の
支
援
・
専
門
機
関
の
紹
介

な
ど
を
し
ま
す
。

　

電
話
相
談
や
訪
問
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

受
付
日
時　

月
〜
金
曜
日
、
第
2
・

4
土
曜
日　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

直
通
電
話
・
フ
ァ
ク
ス　

☎
（
4
0

1
）
0
6
3
7
・
℻  
（
4
9
1
）
7

3
3
3

【
放
課
後
ク
ラ
ブ
「
ビ
リ
ー
ブ
」】

　

障
害
の
あ
る
中
・
高
校
生
が
指
導

員
と
一
緒
に
放
課
後
を
過
ご
す
場
で

す
。

☎
（
4
9
2
）
0
9
4
0

問　

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
3

　障害者と誰もが軽スポーツやレクリエーションを通して交流するふれ
あい広場を実施します。
　障害者とその家族はもちろん、ボランティア活動に興味のある人など、
誰でも参加できます。
日時　29日㈯　午後1時～ 4時
場所　運動公園（雨天時は保健福祉センター）
対象　一般（自由参加）
※小学生以下は保護者同伴。
内容　ペタンク、ダーツ、パン食い競争、ビンゴゲームなど
持ち物　飲み物
参加費　無料
【ボランティアを募集】
　付き添いの必要な人と一緒に各種目を回り、楽しく交流する人を募集
します。
■申・■問　手話通訳や付き添いなどの介助を希望する人とボランティアと
して活動する人は14日㈮までに社会福祉課障害福祉班☎（497）3483・℻  

（492）3033へ

ふれあい広場チャレンジパーソンスポーツふれあい広場チャレンジパーソンスポーツ

　

市
内
や
近
隣
に
住
む
外
国
人
と
交

流
し
、
親
善
を
深
め
る
た
め
に
「
国

際
親
善
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
を
白

井
運
動
公
園
で
開
催
し
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー
な
ど
、
サ
ッ

カ
ー
先
進
国
と
言
わ
れ
る
国
の
人
た

ち
と
一
緒
に
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
で
国
際

交
流
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

同
時
に
「
親
子
サ
ッ
カ
ー
大
会
」

も
開
催
し
ま
す
。
お
父
さ
ん
も
お
母

さ
ん
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。　

白
井
市

サ
ッ
カ
ー
協
会
の
指
導
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
教
室
や
ゲ
ー
ム
も
企
画
し
て
い

ま
す
。

日
時　

23
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

※
雨
天
の
場
合
は
30
日
㈰
に
延
期
し

ま
す
。

場
所　

白
井
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

【
国
際
親
善
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
】

　

6
人
制
（
10
分
ハ
ー
フ
）
8
チ
ー

ム
で
行
い
ま
す
。

対
象　

6
人
以
上
の
チ
ー
ム
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時

使
用
コ
ー
ト　

40
㍍
×
30
㍍

参
加
費　

1
チ
ー
ム
当
た
り
1
0
、

0
0
0
円

【
親
子
サ
ッ
カ
ー
大
会
】

対
象　

市
内
在
住
小
学
3
年
生
以
下

と
そ
の
保
護
者

時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時

30
分　

参
加
費　

無
料

申
・
問　

白
井
国
際
交
流
協
会
事
務

局　

林
☎
0
9
0
（
3
4
9
7
）
6

9
5
9
（
日
本
語
）、
フ
リ
オ
・
ペ
ー

ニ
ャ
☎
0
9
0
（
8
4
5
5
）
2
6

9
9
（
ス
ペ
イ
ン
語
）
へ

国
際
親
善
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
＆　

　
　
　
　

親
子
サ
ッ
カ
ー
大
会

　地域の皆さんと交
流を図るため「しろ
い七福神・菖蒲まつ
り」を開催します。
　来場者には抽選で
カーネーションをプ
レゼントします。
日時　9日㈰　
午前10時～午後4時
場所　来迎寺（折立）
内容　住職による法話、模擬店、地元農産物
の直売、太鼓・歌謡ショー、茶席
■問　しろい七福神実行委員会事務局（市商工
会内）☎（492）0721

　市民農園で野菜づくりにチャレ
ンジしてみませんか。
農園名　折立ふるさと農園（折立
591―1）
利用期間　平成22年6月1日㈫～平
成23年3月31日㈭
※契約更新は2回まで。
対象　市内在住者　7区画（申し込
み順）
区画面積　30平方㍍（5㍍×6㍍）
利用料　月875円
■申・■問　6日㈭より直接農政課農政
班　内線3252へ

「ふるさと農園」「ふるさと農園」
利用者追加募集利用者追加募集

しろい七福神・菖蒲まつりしろい七福神・菖蒲まつり

 

　「入所施設について聞きたい」「地域生活支援センターってなん
ですか」「精神科に通院しながらの子育てに苦労している」など悩
みがある場合は、精神障害者地域生活支援センター（成田市）が
出張で相談を受けます。相談料は無料で、内容は秘密を厳守します。
　「地域生活支援センターへは遠くてなかなか相談に行けない」「地
元の役場だと近所すぎてちょっと相談しにくい」という人はぜひ
活用してください。白井市在住者はいずれの会場の相談日でも利
用できます。
　相談希望者は下表の各会場へ直接申し込んでください。

街かど心の相談

日時
5月11日㈫ 5月26日㈬ 6月8日㈫

午後2時～ 4時 午前10時～正午

会場
白井市保健福祉セ
ンター

ふれあいプラザさ
かえ

ふれあいセンター
いんば

申込先
白井市 社会福祉課
☎（497）3483

栄町健康保険課☎
0476（95）1111

印西市社会福祉課
☎0476（42）5111

街街 かか どど 心心 のの 相相 談談
精神保健福祉士が相談を受けます精神保健福祉士が相談を受けます

サッカーで国際交流サッカーで国際交流

障害者支援センター障害者支援センター

しろい七福神・菖蒲まつりしろい七福神・菖蒲まつり
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保育園園庭開放保育園園庭開放　　保育園の園庭で遊びましょう
【南山保育園】
日時　6日㈭　午前9時30分～ 11時30分
■問　子育て支援センターふれんど（南山保育園内）☎（491）1131
【桜台保育園】
日時　6日㈭・20日㈭　午前9時30分～ 11時30分
■問　桜台保育園☎（492）6101

公園訪問公園訪問　　
【スマイル】
日程・場所　6日㈭・けやき台公園、20日㈭・富塚公園、27日㈭・離
山公園
時間　午前10時30分～ 11時30分
■問　子育て支援センタースマイル（清水口保育園内）☎（491）8201
【ふれんど】
　5月はお休みです
■問　子育て支援センターふれんど（南山保育園内）☎（491）1131

◆◆　　みんな来てねみんな来てね　　◆◆
　市では未就学児とその保護者を対象に次の事業を実施しています。

保育士が公園に訪問します
一緒に遊びましょう

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ ジャガイモとベーコンの
スペイン風オムレツ

材　料（4人分）
ジャガイモ80㌘　ニンジン40㌘　
玉ネギ1/4個（50㌘）　アスパラガ
ス2本（40㌘）　ベーコン30㌘　卵4
個　ピザチーズ40㌘　牛乳大さじ2
バター大さじ1/2　塩小さじ1/3　こ
しょう適宜
作り方　①ジャガイモとニンジン
は皮をむき、5㍉㍍のイチョウ切りに、玉ネギはみじん切りに、アス
パラガスは斜め薄切りに、ベーコンは短冊切りにする　②ボウルな
どに卵を割り入れ、ピザチーズ・牛乳・塩・こしょうを加えて混ぜ
る　③熱したフライパンにバターを溶かし、ジャガイモとニンジン
を炒め、火が通ったら玉ネギ・アスパラガス・ベーコンを入れてさ
らに炒める　④③の具に火がよく通ったら②を流し込み、全体に大
きくかき混ぜ、半熟状態になったら弱火にしてふたをし、じっくり
と蒸し焼きにする　⑤焦げ目が付いたら裏返し、両面を焼く　⑥切
り分けて皿に盛り、お好みでケチャップやプチトマトを添える

栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　具だくさんでボリューム満点のオムレツです。ジャガイモのほか
に、シメジやエリンギなどのきのこやブロッコリーを入れてもおい
しく作れます。朝食のメニューにもおすすめの一品です。
1人当たりの栄養価　191㌔㌍　

スペイン風オムレツスペイン風オムレツ

　高齢者の介護予防事
業全般の仕事をする臨
時職員を募集します。
対象　次の条件を満た
す人　1人
◦保健師免許または看護師免許取得者
◦普通自動車免許取得者
◦パソコンを使い、ワード・エクセルができ
る人
勤務期間　6月～
勤務日時　平日の週3日　午前9時～午後4時
（休憩1時間）
※勤務日時は相談に応じます。
勤務場所　保健福祉センター
業務内容　介護予防の講座の運営や地域に出
向き健康教育など
時給　保健師1,300円　看護師1,280円
※別途通勤手当あり。
■申・■問　履歴書に必要事項を記入の上保健師
または看護師免許の写しを添えて、5月20日㈭
までに直接高齢者福祉課高齢者支援班（497）
3484へ

臨時職員を募集
～保健師・看護師～

　

先
日
、
友
人
Ａ
が
結
婚
し
子
ど
も

を
出
産
し
ま
し
た
。
そ
の
う
れ
し
い

報
告
を
受
け
て
、
共
通
の
友
人
Ｂ
に

メ
ー
ル
を
送
り
、
次
の
日
友
人
Ｂ
か

ら
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。内
容
は「
お

め
で
と
う
、
良
か
っ
た
ね
。
話
は
変

わ
る
け
ど
、
実
は
私
、
子
宮
頚
が
ん

だ
っ
た
ん
だ
。
来
月
手
術
が
決
ま
っ

た
よ
」
と
の
こ
と
。
友
人
Ｂ
は
20
代

で
、
こ
れ
か
ら
結
婚
を
控
え
て
い
ま

し
た
。
一
方
で
「
出
産
し
た
」
一
方

で
「
子
宮
頚
が
ん
だ
っ
た
」
と
い
う

2
人
に
挟
ま
れ
て
、
人
生
の
非
情
さ

や
深
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　

が
ん
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
友
人

Ｂ
は
、
最
近
ひ
ど
い
生
理
痛
に
悩
ま

さ
れ
、
出
血
も
多
か
っ
た
と
い
い
ま

す
。
現
在
は
手
術
を
終
え
、
仕
事
に

復
帰
し
、最
近
入
籍
し
ま
し
た
。「
子

ど
も
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
不

安
は
あ
る
け
ど
」
と
笑
っ
て
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

私
は
保
健
師
と
い
う
立
場
上
「
皆

保
健
師
で
す

自
分
で
い
た
わ
ろ
う
、
自
分
の
体

さ
ん
の
健
康
を
守
る
」
こ
と
を
目
的

に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
私
の
身
近
な

人
が
健
康
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ

る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

健
康
の
大
切
さ
に
つ
い
て
身
を
持
っ

て
実
感
し
た
瞬
間
で
し
た
。

　

現
在
「
が
ん
」
が
不
治
の
病
で
な

い
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
知
っ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
健
康
は
自
分

の
手
で
守
る
も
の
で
す
。
特
に
子
宮

頚
が
ん
は
若
い
人
に
増
え
て
い
ま
す

が
、
検
診
を
受
け
る
人
の
数
は
増
え

て
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
何
よ
り
も
皆
さ
ん
自
身

の
体
を
い
た
わ
り
、
健
康
で
あ
る
こ

と
が
い
か
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
か
考

え
て
く
だ
さ
い
。

　

市
の
子
宮
頚
が
ん
検
診
は
、
今
年

か
ら
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
設
置
し
、

若
い
人
に
受
け
や
す
い
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

保
健
師　

石
井
千
尋

　
「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
本
人
（
認

知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど

に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が

十
分
で
は
な
い
人
）
の
権
利
を
守
る

援
助
者
を
決
め
、
財
産
管
理
や
生
活

の
見
守
り
な
ど
の
支
援
を
す
る
制
度

で
す
。

【
制
度
種
類
】

　

本
人
の
判
断
能
力
に
応
じ
て
「
補

助
」「
保
佐
」「
後
見
」
の
3
種
類
が

あ
り
ま
す
。

【
業
務
】

①
財
産
管
理
業
務

　

本
人
の
預
貯
金
や
不
動
産
な
ど
の

財
産
を
管
理
し
ま
す
。

②
身
上
監
護

　

本
人
の
生
活
の
様
子
や
希
望
を
確

認
し
、
本
人
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
契
約
を
結
び
ま
す
。

※
成
年
後
見
人
の
同
意
を
得
な
い
で

本
人
が
結
ん
だ
訪
問
販
売
な
ど
の
契

約
は
、
契
約
後
に
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
悪
質
商
法
の
被
害
が

あ
る
場
合
は
成
年
後
見
制
度
の
利
用

が
被
害
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
申
し
立
て
る
場
合
】

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
申
し
立

て
る
場
合
は
、
家
庭
裁
判
所
に
申
し

立
て
て
く
だ
さ
い
。
白
井
市
内
在
住

者
が
申
し
立
て
る
場
合
は
千
葉
家
庭

裁
判
所
佐
倉
支
部
が
管
轄
で
す
。

【
申
し
立
て
が
で
き
る
人
】

　

本
人
、
配
偶
者
、
4
親
等
内
の
親

族
な
ど
で
す
。
制
度
の
利
用
が
必
要

な
状
況
に
あ
る
人
で
、
親
族
な
ど
誰

も
申
し
立
て
る
人
が
い
な
い
場
合
は
、

市
長
が
申
し
立
て
を
し
ま
す
。

【
必
要
な
書
類
】

●
申
立
書

●
成
年
後
見
用
診
断
書

●
収
入
印
紙

●
登
記
印
紙

●
本
人
の
戸
籍
謄
本
な
ど

【
相
談
窓
口
】

　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
や
申
し

立
て
に
つ
い
て
の
相
談
が
あ
る
場
合

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
希
望
が
あ

成
年
後
見
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か

成
年
後
見
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
れ
ば
（
原
則
5
人
以
上
集
ま
る
場
合
）

自
宅
や
集
会
所
な
ど
に
職
員
が
伺
い
、

制
度
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高

齢
者
福
祉
課
内
）
☎
（
4
9
7
）
3

4
7
4
・
℻  
（
4
9
8
）
4
8
3
2

理
学
療
法
士
に
よ
る
片

麻
痺
教
室

　

関
節
や
筋
肉
の
こ
わ
ば
り
を
予
防

す
る
体
操
を
し
ま
す
。
一
緒
に
楽
し

く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

20
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

脳
卒
中
な
ど
の
後
遺
症
に
よ

り
体
に
ま
ひ
が
あ
り
、
医
療
機
関
で

の
リ
ハ
ビ
リ
が
終
了
し
て
い
る
人
と

そ
の
家
族　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

無
料

申
・
問　

14
日
㈮
ま
で
に
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）
3

4
8
5
へ
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SHIROIアートフェスタ2010
　市内を本拠に創作活動を行っている美術文化団体の合同展を下表の日程で行い
ます。

 ■問　文化課文化班☎（492）1123

SHIROIアートフェスタ2010
日　程 時　間 場　所 展示団体 展示内容

1期
5月11日㈫
　～ 16日㈰

午前9時
 ～午後5時

郷土資料館展示
室・ギャラリー

白井美術会
洋画・日本画・
彫刻・陶芸・工
芸・書道

2期
5月18日㈫
　～ 23日㈰

白井市写真クラブ、白井写
友会、白井刻字サークル、
白井市陶芸団体連絡協議会

写真・刻字・陶
芸

3期（1）
5月25日㈫
　～ 30日㈰

コスモス、ひまわり、虹の
会、油絵教室白井サークル

油絵・水彩画

3期（2）
5月29日㈯・
　  30日㈰

午前10時
 ～午後5時

研修室 白井市茶華道協会
華道・フラワー
アレンジメント

4期
6月1日㈫
　～ 6日㈰

午前9時
 ～午後5時

郷土資料館展示
室・ギャラリー

サークルめだか、キルトサ
ークル・リリー、布絵サー
クルどんぐり、パッチワー
クさくら草

パッチワーク・
キルト・布絵

※各期の初日は正午から開始し、最終日は午後4時で終了します。

みんなで遊びにみんなで遊びに来てね来てね
子どもワンパク大会子どもワンパク大会

　今年も子どもたちが1日楽しく遊べるイベントを各コーナーで行
います。
日時　15日㈯　午前10時～午後3時
場所　大山口小学校　校庭および体育館（雨天の場合は体育館のみ）
内容　下表のとおり

■問　生涯学習課社会教育班　内線3432
※駐車場はありませんので、車での来場はご遠慮ください。

大会種目一覧（予定）
校庭 体育館

どじょうつかみ、プラバン、バン

ブーダンスほか

お手玉作り、わりばし鉄砲つくり

輪投げ、バルーンアートほか

市民武道大会市民武道大会参加者募集参加者募集
　市内弓道・剣道・空手道の武道愛好者が一堂
に会する大会を下表のとおり開催します。

■申・■問　所定の申込書（生涯学習課にあります）
に必要事項を記入の上、10日㈪までに生涯学習
課スポーツ振興班　内線3435へ
※各競技で参加対象や資格などが異なりますの
で、詳しくは問い合わせてください。

市民武道大会
種　目 日　時 場　所
剣道 23日㈰　午前9時～ 池の上小学校
弓道

30日㈰　午前9時～
白井中学校

空手道 七次台中学校

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
参
加
者
募
集

日
時　

23
日
㈰
・
30
日
㈰

会
場　

白
井
中
学
校

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者
7
人
以
上

で
構
成
し
審
判
、
T
O
（
テ
ー
ブ
ル

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
）
が
出
来
る
人
を
含

む
チ
ー
ム　

男
16
組　

女
6
組
（
申

し
込
み
順
）

参
加
費　

5
0
0
円
（
1
人
あ
た
り
）

総
合
体
育
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
的
に
、
市
体
育
協
会
加
盟
団

体
に
よ
る
競
技
大
会
が
4
月
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
の
開
催
に
当
た
り
、
開
会
式

が
4
月
3
日
に
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
永
年
に
わ
た
り
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
皆

さ
ん
と
、
昨
年
度
に
市
を
代
表
し
て

活
躍
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
に
対
し
、

体
育
協
会
が
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
　
　
　
　

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

 

【
功
労
賞
】

　

伊
丹
輝
雄
（
野
球
）

　

中
野
征
夫
（
野
球
）

　

水
上
定
一
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

岡
保
憲
（
陸
上
）

　

小
原
寿
昭
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

　

佐
藤
和
子
（
市
体
育
協
会
）

 

【
優
秀
選
手
賞
】

　

渡
部
真
未
（
柔
道
）

　

陸
上
男
・
女
チ
ー
ム

　

弓
道
チ
ー
ム

　

テ
ニ
ス
男
子
チ
ー
ム

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
チ
ー
ム

問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5

申　

9
日
㈰
ま
で
に
所
定
の
申
込
書

 

（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習
課

へ問　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会　

小

原
☎
（
4
9
2
）
1
5
7
8

市
民
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
者
募
集

日
時　

9
月
5
日
㈰　

午
前
8
時
〜

会
場　

南
山
中
学
校

種
目　

9
人
制
婦
人
バ
レ
ー

対
象　

市
内
在
住
在
勤
の
女
性
で
6

月
6
日
㈰
の
午
前
8
時
か
ら
池
の
上

小
学
校
で
行
う
審
判
講
習
会
に
4
名

以
上
参
加
で
き
る
チ
ー
ム

参
加
費　

1
チ
ー
ム
1
、 

0
0
0
円

申
・
問　

5
月
10
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会　

菱
沼
☎
（
4
9
2
）
6
9
6
6
へ

郷
土
資
料
館
古
文
書
講
座

　

初
心
者
向
け
の
古
文
書
講
座
（
市

内
関
係
の
近
世
文
書
の
解
読
）
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　

5
月
27
日
㈭
、
6
月
17
日
㈭
、

7
月
8
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室

対
象　

一
般　

25
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

※
全
3
回
参
加
で
き
る
人
に
限
り
ま

す
。

講
師　

野
中
政
博
さ
ん

持
ち
物　

筆
記
用
具

参
加
費　

各
回
2
0
0
〜
5
0
0
円

程
度
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
・
問　

5
月
14
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
直
接
〒
2
7

0
―
1
4
2
2
、
白
井
市
復
1
1
4

4
8
―
8　

郷
土
資
料
館
☎ 

（
4
9

2
）
1
1
2
4
へ

※
直
接
申
し
込
む
場
合
は
未
記
入
の

は
が
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　 手 遊 び、 体 操、
ゲームなど親子で
楽しみましょう。
日時　13日㈭　
午前10時30分～
（集合　午前10時～）
※雨天の場合は19
日㈬に延期。
場所　堀込第二児童公園
対象　未就学児とその保護者（自由参加）
■問　子育て支援センター「ふれんど」☎（491）
1131

　これから始まる出産や育児のことを一緒に
考えてみませんか。平日忙しいお母さんやお
父さんの参加をお待ちしています。
日時　15日㈯　午後1時～ 4時30分
場所　保健福祉センター
対象　おおむね妊娠6から9か月までの妊婦と
そのパートナー 16組（申し込み順）
内容　妊娠･出産についての話、赤ちゃんのお
風呂の入れ方、妊婦体験、妊産婦体操など
持ち物　母子健康手帳、筆記用具、体操ので
きる服装
■申・■問　健康課母子保健班☎（497）3495へ

　子育て中のお父さん、お母さん、子
どもと触れ合いながら運動遊びを楽し
みましょう。
日時　6月5日㈯　午前10時30分～ 11時
50分
場所　南山保育園
対象　市内在住の満1歳から就学前の
子とその保護者　30組（申し込み順）
講師　片岡正幸さん
■申・■問　本日9時から電話か直接子育
て支援センター「ふれんど」☎（491）
1131へ

みんなであそぼうみんなであそぼう
～スマイル、ふれんど、ドリーム＊ポケット合同企画～～スマイル、ふれんど、ドリーム＊ポケット合同企画～

ふれあい運動あそび
たくさん遊んでふれあって心も体も元気になあれ

もうすぐパパママクラもうすぐパパママクラスス
土曜日コース土曜日コース

  総合体育大会総合体育大会開会式開会式

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
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桜
お
料
理
ラ
ン
ド

　

み
ん
な
で
パ
フ
ェ
を
作
ろ
う
。

日
時　

15
日
㈯　

午
後
1
時
〜
3
時

対
象　

小
学
生
以
上　

20
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費　

2
0
0
円
（
材
料
代
）

申　

11
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
桜

台
セ
ン
タ
ー
へ

公
お
弁
当
ク
ラ
ブ

　

自
分
で
毎
月
1
回
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
、
お
弁
当
作
り
に
挑
戦
す
る
年
間

登
録
制
の
会
員
ク
ラ
ブ
で
す
。

日
時　

15
日
㈯
か
ら
月
1
回
土
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

対
象　

小
学
生
以
上　

16
人
（
申
し

込
み
順
・
年
間
登
録
制
）

持
ち
物　

マ
ス
ク
・
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
き
ん
・
上
靴
・
弁
当
箱
（
2
個
）

参
加
費　

毎
月
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申　

12
日
㈬
ま
で
に
初
回
分
の
参
加

費
を
持
参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ

ー
へ公

こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　

マ
カ
ロ
ニ
グ
ラ
タ
ン
と
サ
ラ
ダ
を

作
ろ
う
。

日
時　

22
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象　

小
学
生
以
上　

16
人
（
申
し

駅
ね
ん
ね
さ
ん

日
時　

19
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象　

6
カ
月
未
満
の
子
と
そ
の
保

護
者　

16
組
（
申
し
込
み
順
）

内
容　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ベ
ビ

ー
サ
イ
ン
、
パ
ン
を
使
っ
た
離
乳
食

紹
介

持
ち
物　

マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
）

参
加
費　

2
0
0
円
（
材
料
費
）

申　

15
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

冨
親
子
で
あ
そ
ぼ
う

　

手
遊
び
を
し
た
後
、
身
体
測
定
を

し
、
手
形
や
足
形
を
と
り
ま
す
。

日
時　

12
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
の
平
成
21
年
4
月

2
日
以
降
生
ま
れ
の
子
と
そ
の
保
護

者　

30
組
（
先
着
順
）

桜
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　

親
子
の
触
れ
合
い
遊
び
や
身
長
・

体
重
の
測
定
を
し
ま
す
。

日
時　

13
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
で
平
成
21
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
と
保
護
者

20
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

無
料

申　

電
話
か
直
接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

公
０
歳
児
サ
ー
ク
ル

「
離
乳
食
相
談
」

　

市
の
栄
養
士
か
ら
の
話
を
聞
い
た

り
、
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

17
日
㈪　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

平
成
21
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
22
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
子
と
そ

の
保
護
者　

20
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　

大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申　

14
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

駅
母
親
く
ら
ぶ

日
時　

26
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象　

乳
幼
児
親
子
、
子
育
て
中
の

保
護
者　

16
組
（
申
し
込
み
順
）

内
容　

新
聞
紙
を
使
っ
た
四
次
元
ボ

ー
ル
、
フ
ル
ー
ツ
の
キ
ッ
シ
ュ
と
ロ

ー
ル
サ
ン
ド
作
り

参
加
費　

3
0
0
円
（
材
料
費
）

申　

22
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

公
作
っ
て
み
よ
う

　

プ
チ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

に
挑
戦
し
よ
う
。

日
時　

29
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

小
学
生
以
上　

20
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費　

3
0
0
円
（
材
料
費
）

申　

22
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅
ク
ッ
ク
キ
ッ
ズ

日
時　

29
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

12
時
30
分

対
象　

小
学
生
以
上　

16
人
（
申
し

込
み
順
）

内
容　

ロ
コ
モ
コ
＆
ハ
ワ
イ
ア
ン
デ

ザ
ー
ト

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

手
ふ
き
・
上
履
き

参
加
費　

3
0
0
円

申　

23
日
㈰
ま
で
に
参
加
費
を
持
参

の
上
、
電
話
か
直
接
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー
へ

公
親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

 

【
新
聞
遊
び
】

　

ビ
リ
ビ
リ
破
い
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

20

組
（
申
し
込
み
順
）

申　

7
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

 

【
ピ
ザ
を
作
ろ
う
】

　

画
用
紙
を
使
っ
て
、
お
い
し
そ
う

な
ピ
ザ
を
作
り
ま
す
。

日
時　

25
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

20

組
（
申
し
込
み
順
）

申　

21
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

子

ど

も

込
み
順
）

持
ち
物　

マ
ス
ク
・
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
き
ん
・
上
履
き
・
持
ち
帰
り
用
の

入
れ
物　

参
加
費　

3
0
0
円

申　

15
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

桜
囲
碁
将
棋
教
室

　

初
め
て
の
人
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

日
時　

22
日
か
ら
毎
月
第
4
土
曜
日

午
後
1
時
〜
3
時

対
象　

市
内
在
住
小
学
生
以
上
（
自

由
参
加
）

参
加
費　

無
料

冨
砂
絵
を
作
ろ
う

　

好
き
な
イ
ラ
ス
ト
を
書
い
て
砂
絵

に
し
て
み
よ
う
。

日
時　

22
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

小
学
生　

10
人
（
申
し
込
み

順
）

※
親
子
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

参
加
費　

1
0
0
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

持
ち
帰
り
用
の
袋

申　

15
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
こ
い
の
ぼ
り
祭
り

　

3
日
㈷
は
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時　

〜
5
日
㈷　

場
所　

白
井
駅

南
口
緑
道

問　

こ
い
の
ぼ
り
祭
り
実
行
委
員
会

田
中
☎
（
4
9
7
）
1
2
2
9

◆
白
井
市
郷
土
史
の
会
例
会

演
題　

  「 

平
塚
村
大
師
の
足
跡
を
辿

る
」　   

日
時　

7
日
㈮　

午
前
9
時

30
分
〜
午
後
4
時　

集
合
場
所　

市

役
所　

行
程　

延
命
寺
↓
本
郷
地
区

↓
中
台
地
区
↓
榎
台
地
区
↓
小
森
地

区
↓
休
憩
（
昼
食
）
↓
船
戸
地
区
↓

本
郷
地
区
↓
平
塚
分
校
入
口　

持
ち

物　

昼
食
、
飲
料
水　

対
象　

一
般

 

（
先
着
順
）　 

参
加
費　

3
0
0
円

（
交
通
費
）

問　

坪
井
☎
（
4
9
1
）
1
6
8
8

◆
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ　

育
児
支
援

講
座
「
小
児
科
医
に
聞
い
て
み
よ
う
」

　

救
急
受
診
の
目
安
、
授
乳
と
薬
の

話
な
ど
小
児
科
医
に
よ
る
講
座
で
す
。

日
時　

12
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

正
午　

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉

N
T
店
3
F
イ
オ
ン
ホ
ー
ル　

対
象

育
児
に
興
味
の
あ
る
人
（
自
由
参
加
）

講
師　

く
や
ま
小
児
科
医
院
長　

久

山
登
医
師　

参
加
費　

無
料

問　

安
藤
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
0

5
1
6

◆
白
井
国
際
交
流
協
会　

ス
ペ
イ
ン

語
教
室

　

明
る
く
情
熱
的
な
ス
ペ
イ
ン
語
を

一
緒
に
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

5
月
中
旬
か
ら
平
成
23
年
4
月
上

旬
ま
で
、
レ
ベ
ル
ご
と
に
40
レ
ッ
ス

ン
（
前
期
・
後
期
各
20
レ
ッ
ス
ン
）

を
行
い
ま
す
。
初
級
ク
ラ
ス
は
初
歩

か
ら
簡
単
な
会
話
が
で
き
る
ま
で
、

中
級
ク
ラ
ス
は
日
常
会
話
か
ら
意
見

交
換
が
で
き
る
ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
初
回
は
見
学
可
能
で
す
。

日
程　

初
級
ク
ラ
ス
・
毎
週
土
曜
日

中
級
ク
ラ
ス
・
毎
週
日
曜
日　

時
間

午
後
7
時
30
分
〜
8
時
50
分　

場
所

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー　

対
象　

一
般

15
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師　

市
内
在
住
の
ペ
ル
ー
出
身
者

年
会
費　

2
、0
0
0
円　

受
講
料

各
期
1
2
、 

0
0
0
円

申
・
問　

5
月
15
日
㈯
ま
で
に
は
が

き
か
電
話
で
〒
2
7
0
―
1
4
3
3

白
井
市
清
水
口
2
―
1
―
1
4
―
3

0
1　

石
津
浩
一
☎
0
9
0 

（
3
2

0
0
）
1
6
9
4
へ

◆
N
P
O
法
人
国
際
交
流
機
構
「
バ

ス
で
巡
る
大
人
の
社
会
科
見
学
」

日
程　

18
日
㈫　

出
発
時
間　

西
白

井
駅　

午
前
7
時
20
分　

白
井
駅
南

口　

午
前
7
時
30
分　

対
象　

一
般

30
人
（
申
し
込
み
順
）
目
的
地　

岩

崎
邸
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
イ
ン
フ

ォ
プ
ラ
ザ
、
築
地　

参
加
費　

5
、

0
0
0
円
（
バ
ス
保
険
代
込
み
・
昼

食
代
別
）

申
・
問　

11
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
N

P
O
法
人
国
際
交
流
機
構　

大
谷
☎ 

（
4
2
3
）
2
2
8
0
へ

◆
N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾

 

【
①
第
1
回
平
塚
の
里
保
全
事
業
】

 　
「
平
塚
の
里
」
各
フ
ィ
ー
ル
ド
の

下
草
刈
り
、
枝
打
ち
、
枯
れ
枝
の
整

理
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

15
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

3
時　

場
所　

平
塚
の
里
第
2
地
区

 

（
延
命
寺
北
側
）
対
象　

一
般　

20

人
（
先
着
順
）　 

参
加
費　

無
料　

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
軍
手　

服
装　

活
動
で
き
る
服
装
お
よ
び
靴

 

【
②
ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
技
術
講
習
会
】

　

ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
技
術
の
基
礎
講

習
と
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
実
践
講
習
を

行
い
ま
す
。

日
時　

9
日
㈰
・
10
日
㈪　

午
前
10

時
〜
午
後
3
時
（
雨
天
中
止
）

※
2
日
間
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

場
所　

平
塚
の
里
第
2
地
区 

（
延
命

寺
北
側
） 　

講
師　

後
藤
泰
良
さ
ん

ほ
か　

対
象　

一
般　

各
日
8
人

（
申
し
込
み
順
）　 

参
加
費　

2
、

0
0
0
円　

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み

物
、
軍
手　

服
装　

活
動
で
き
る
服

装
お
よ
び
長
靴

申
・
問　

②
は
8
日
㈯
ま
で
に
上
西

☎
（
4
9
1
）
0
6
6
0
へ

◆
白
井
の
自
然
を
考
え
る
会

　

   「
初
夏
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
テ

ー
マ
に
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

日
時　

15
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜

正
午
（
雨
天
の
場
合
は
16
日
㈰
に
順

延
）　 

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）

集
合
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

内
容

谷
田
地
区
「
沢
山
の
泉
」
周
辺
の
清

掃　

参
加
費　

無
料

問　

山
口
☎
（
4
9
1
）
9
2
9
1

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　

弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時　

8
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

柏
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

対
象　

一
般
（
予
約
不
要
）　 

相
談

料　

無
料

問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
県
民
が
集
う
「
看
護
の
日
」

　

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
で
あ

る
5
月
12
日
を
「
看
護
の
日
」
と
定

め
、
看
護
に
つ
い
て
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
。

日
程　

15
日
㈯　

場
所
・
時
間
・
内

容　

①
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・
午

後
12
時
30
分
〜
4
時
・
映
画
上
映

 

「
育
子
か
ら
の
手
紙
」（
要
事
前
申

し
込
み
）、
女
優　

原
日
出
子
さ
ん

ほ
か
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
乳
が
ん
自

己
検
診
法
、
展
示　

②
ボ
ン
ベ
ル
タ

成
田
店
・
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
・

乳
が
ん
自
己
検
診
法
、
健
康
相
談
な

ど　

参
加
費　

無
料

申
・
問　

①
は
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
〒
2
6
1
―
0
0
0
2

千
葉
市
美
浜
区
新
港
2
4
9
―
4

㈳
千
葉
県
看
護
協
会
事
業
第
一
課
☎

０
4
3
（
2
4
5
）
0
0
2
5
・
℻  

0
4
3
（
2
4
8
）
7
2
4
6
へ

ジョイキッズ
日程 内容

5月23日㈰ MYポット作り～鉢に絵付け～
7月3日㈯ モビール作り
10月24日㈰ スイーツデコ作り
11月28日㈰ 木の実のリース作り
1月29日㈯ コサージュ作り
3月5日㈯ ランチパーティー

　みんなで楽しく作ってみよう（年間登録制の会員
クラブです）。
日程・内容　下表のとおり
時間　午前10時～正午
対象　小学生以上　16人（申し込み順）
参加費　1,500円（全６回分の材料費）
■申　19日㈬までに電話か直接白井駅前センターへ

駅ジョイキッズ

子

育

て

　手遊びや親子で体操をし、楽しいひ
とときを過ごしましょう。
①バブちゃんランド
日時　14日㈮　午前10時30分～ 11時
30分
対象　6カ月未満の子とその保護者　
20組（申し込み順）
②ちびちゃんランド
日時　28日㈮　午前10時30分～ 11時
30分
対象　6カ月以上の子とその保護者　
20組（申し込み順）
■申　①は12日㈬までに、②は26日㈬
電話か直接西白井複合センターへ

複バブちゃんランド・
ちびちゃんランド

砂絵砂絵



2010.5.111

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　タイトルの上にある複などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
社社会福祉協議会
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シシルバー人材センター
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業な
どは掲載されていないものもありますの
で、児童館だより（各センターにあります）
や市ホームページをご覧ください。

子育て応援団講座
日程 内容

5月20日㈭ 子育てサポーター講座の目的説明、簡単おやつ紹介

6月25日㈮「赤ちゃんの心を育てよう　スキンシップのすすめ」スイーツデコを作ろう
7月15日㈭「お話会、読み聞かせ」、手あそび紹介
8月31日㈫ 乳幼児救急救命法、スクラップブッキングを作ろう
9月14日㈫ 食育、大人も楽しいテーブルコーディネート

駅子育て応援団募集
　子育ての知識や経験を活かし、子育て中の方を
応援してみませんか。
　講座を通して趣味も広がります。
日程・内容　下表のとおり
時間　午後2時～ 4時
対象　一般　10人（申し込み順）
■申　14日㈮までに電話か直接白井駅前センターへ

公
プ
チ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

教
室

　

新
緑
の
季
節
ら
し
い
ハ
ン
ギ
ン
グ

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
ろ
う
。

日
時　

24
日
㈪　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

一
般　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　

ス
リ
ッ
ト
型
バ
ス
ケ
ッ
ト

 

（
当
日
購
入
可
）、
軍
手
、
筆
記
用

具※
ス
コ
ッ
プ
と
花
ば
さ
み
を
持
っ
て

い
る
人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

※
当
日
に
ス
リ
ッ
ト
型
バ
ス
ケ
ッ
ト

を
購
入
す
る
場
合
は
別
途
1
、0
0

0
円
が
か
か
り
ま
す
。

講
師　

グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

高
橋
敬
子
さ
ん
（
高
橋
植
物
園
）

申　

15
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

ボ
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

す
べ
て
の
人
が
直
面
す
る
か
も
し

れ
な
い
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

日
時　

6
月
1
・
8
・
22
日
（
各
火

曜
日
）
全
3
回　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住　

30
人
（
申
し
込

み
順
）

内
容
・
講
師　

認
知
症
と
は
・
初
石

病
院
長　

唐
崎
三
千
代
さ
ん
、
認
知

症
家
族
会
の
取
り
組
み
・
㈳
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
千
葉
県
支
部
世
話

人　

永
島
光
枝
さ
ん
、
私
も
な
れ
る

応
援
者
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

参
加
費　

5
0
0
円
（
資
料
代
）

申　

5
月
24
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

ボ
手
話
ス
ク
ー
ル

　

耳
の
不
自
由
な
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
手

話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

6
月
3
日
〜
8
月
26
日
（
各

木
曜
日
）
全
12
回　

午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住　

30
人
（
申
し
込

み
順
）

参
加
費　

1
、
0
0
0
円
（
資
料
代
）

申　

5
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

駅
漢
検
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
。

日
時
・
内
容　

①
5
月
15
日
㈯
〜
8

月
19
日
㈭　

午
前
9
時
〜
午
後
9
時

 

（
月
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）・
自
主

学
習　

②
毎
週
水
・
土
曜
日　

午
後

6
時
〜
7
時
・
力
だ
め
し

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
辞
書　

参
加
費　

②
は
初
回
の
み
3
0
0
円

 

（
プ
リ
ン
ト
代
）

申　

5
月
14
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

福
ネ
ク
タ
イ
で
作
る
ミ

ニ
ポ
ー
チ
講
座

日
時　

27
日
㈭
・
28
日
㈮
・
6
月
4

日
㈮　

午
後
1
時
〜
3
時
（
全
3
回
）

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

20
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

1
5
0
円
（
材
料
費
）

申　

5
月
15
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福
ほ
ほ
え
み
体
操

　

日
頃
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で

筋
肉
を
キ
ー
プ
し
、
転
び
に
く
い
身

体
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
（
足
の
悪
い

人
で
も
参
加
で
き
ま
す
）。

日
時　

20
日
か
ら
毎
月
第
1
・
3
木

曜
日
（
7
月
を
除
く
・
全
12
回
）　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
30

人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

申　

12
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

暑
中
見
舞
は
が
き
の
作
成
、
メ
ー

ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
操
作
法
な

ど
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

6
月
7
日
㈪
〜
11
日
㈮　

午

後
1
時
〜
4
時

趣
味
・
教
養
・
学
習

高

齢

者

◆
お
は
な
し
カ
レ
ン
ダ
ー

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
母
さ
ん
に
よ

る
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
す
。

日
時　

第
3
土
曜
日　

午
後
3
時
〜

3
時
30
分　

対
象　

幼
児
・
小
学
生

 

（
自
由
参
加
）

問　

吉
田
☎
（
4
9
1
）
6
3
0
9

◆
家
庭
倫
理
講
演
会

　
「『
あ
り
が
と
う
』
の
一
言
が
家
庭

を
変
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま

す
。

日
時　

16
日
㈰　

午
後
2
時
〜
3
時

40
分　

場
所　

文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）　 

講
師

倫
理
研
究
所　

田
口
雄
研
究
員　

参

加
費　

1
、
0
0
0
円

問　

家
庭
倫
理
の
会　

大
熊
☎
（
4

4
4
）
0
7
3
6

◆
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
時　

6
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮　

午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時　

場
所　

平
岡
自
然
の
家
（
印
西
市
）　 

対
象

印
西
市
・
白
井
市
在
住
在
勤
で
、
防

火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ
る
人　

80
人
（
申
し
込
み
順
）　 

受
講
料　

4
、
5
0
0
円

申
・
問　

5
月
17
日
㈪
か
ら
19
日
㈬

ま
で
に
申
請
書
お
よ
び
受
講
書 

（
消

防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
消
防
本
部
、

管
内
消
防
署
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
2
枚
（
縦

4
㌢
㍍
×
横
3
㌢
㍍
）
を
添
付
し
、

印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
9
9
7
1

・

 h
ttp
://h

o
m
e
p
a
g
e
2
.

n
ifty
.com

/fire-in
zaich

ik
u

/

へ◆
印
旛
保
健
所
管
内
食
品
衛
生
協
会

 

【
食
品
衛
生
講
習
会
】

　

受
講
修
了
者
に
は
受
講
済
票
を
交

付
し
ま
す
。

日
時　

6
月
2
日
㈬　

午
後
2
時
〜

3
時
50
分
（
受
け
付
け
は
午
後
1
時

〜
1
時
50
分
） 　

場
所　

文
化
会
館

中
ホ
ー
ル　

対
象　

食
品
関
係
営
業

者
・
食
品
衛
生
責
任
者　

受
講
料　

7
、
7
0
0
円
（
講
習
会
・
検
便
・

水
質
検
査
費
）

※
組
合
員
以
外
の
人
は
別
途
料
金
が

掛
か
り
ま
す
。

持
ち
物　

食
品
衛
生
自
主
管
理
簿
、

筆
記
用
具

申
・
問　

印
旛
保
健
所
管
内
食
品
衛

生
協
会
白
井
支
部　

中
村
☎
（
4
9

1
）
4
7
9
4
へ

 

【
井
戸
水
な
ど
の
水
質
検
査
】

　

検
査
は
食
品
事
業
関
係
者
以
外
で

も
受
け
ら
れ
ま
す
。
検
査
結
果
は
約

2
週
間
後
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

受
付
日
時　

検
査
予
約
・
容
器
の
貸

し
出
し　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
） 　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
、
検

査
受
付
方
法
の
相
談　

水
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
木
曜
日
）　

午
前
9
時

〜
11
時　

場
所　

印
旛
保
健
所
管
内

食
品
衛
生
協
会
（
佐
倉
市
）　 

費
用

会
員
（
組
合
に
加
入
し
て
い
る
食
品

関
係
営
業
者
）
6
、 

0
0
0
円　

一

般　

7
、 

0
0
0
円　

持
ち
物　

検

査
当
日
に
容
器
に
採
取
し
た
井
戸
水

申
・
問　

印
旛
保
健
所
管
内
食
品
衛

生
協
会
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1

7
9
へ

◆
東
葛
山
の
会
「
公
開
バ
ス
ハ
イ
キ

ン
グ
」

　

山
梨
県
の
大
菩
薩
峠
を
約
4
時
間

歩
き
ま
す
。

日
程　

6
月
6
日
㈰　

出
発
時
間
・

場
所　

午
前
6
時
・
鎌
ケ
谷
市
役
所

対
象　

60
人
（
申
し
込
み
順
）　 

参

加
費　

6
、
0
0
0
円
（
保
険
料
な

ど
）

申　

5
月
15
日
㈯
ま
で
に
往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
（
1
枚
に
何
人
で

も
可
）
を
記
入
の
上
、
〒
2
7
3
―

0
1
1
2
、
鎌
ケ
谷
市
東
中
沢
1
―

1
5
―
4
0　

小
林
和
子
へ

問　

木
村
☎
（
4
4
5
）
8
3
6
1

◆
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る
運
動

　

昨
年
は
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
協
力

に
よ
り
7
8
、 

3
3
0
枚
の
毛
布
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ア
フ
リ
カ
は
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、

毛
布
は
命
を
守
る
必
需
品
で
す
。
今

年
も
皆
さ
ん
の
真
心
か
ら
の
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
（
綿
毛
布
不
可
）。

問　

28
日
㈮
ま
で
に
1
、
0
0
0
円

（
輸
送
費
）
を
添
え
て
直
接
杉
山
☎ 

（
4
9
7
）
1
4
5
3
へ

◆
千
葉
県
在
宅
緩
和
ケ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ご
案
内

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
住
み
慣
れ
た
地

域
で
在
宅
療
養
を
希
望
す
る
が
ん
患

者
や
家
族
を
支
援
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
が
ん
患
者
や
家
族
の

在
宅
療
養
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
に

対
し
て
看
護
師
な
ど
が
電
話
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時　

毎
週
水
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）　 

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

問　

千
葉
県
在
宅
緩
和
ケ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
（
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
4
3
（
2
6
4
）
5
4
6
5

駅映画会「あかね空」
　味覚の違いやしきたりの違いなどで苦労しながら
大通りに店を構えるまでの夫婦と子供たち2代に渡る
愛情と葛藤の歳月を描いた、山本一力原作の直木賞受
賞作が映画化された作品です。
日時　14日㈮　午後1時～ 3時30分
対象　60歳以上　50人（申し込み順）
■申　13日㈭までに電話か直接白井駅前センターへ

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
全
日
程
参
加
で
き
、
マ
ウ
ス

の
操
作
・
文
字
入
力
が
で
き
る
人　

10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

1
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申　

5
月
20
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

シ
植
木
剪
定
技
能
講
習
会

　

植
木
の
剪
定
を
基
礎
か
ら
学
び
、

道
具
の
手
入
れ
、
扱
い
方
な
ど
総
合

的
な
技
能
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

6
月
1
日
㈫
〜
4
日
㈮
、
11

月
中
旬
の
4
日
間
（
予
定
）　 

全
8

回　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所　

高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
代
で
全
日
程

参
加
で
き
る
人　

15
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料　

無
料

申　

21
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ



●都営浅草線・北総線で●都営浅草線・北総線で
日本橋から48分日本橋から48分
●東関東自動車道で千葉●東関東自動車道で千葉
北インターから約18㌔㍍北インターから約18㌔㍍
●常磐自動車道で柏イン●常磐自動車道で柏イン
ターから約ターから約1818㌔㍍㌔㍍
●成田空港から約●成田空港から約3434㌔㍍㌔㍍

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用
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日 月 火 水 木 金 土
1

■朝市（6：00 ～市役
所）

2 3 4 5 6 7 8
■朝市（6：00 ～冨士
センター）

【憲法記念日】 【みどりの日】 【こどもの日】 □消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（6：00 ～市役
所）

9 10 11 12 13 14 15
■朝市（6：00 ～冨士
センター）
■自転車リサイクル
デー（10：00 ～ 12：00
市役所東側駐車場）

□消費生活相談
■年金・労働相談
（10：00 ～ 15：00市役
所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

□女性生き生き相談
□こころの相談（医
師）
■人権相談（10：00
～ 15：00市役所）
■行政相談（13：00
～ 16：00市役所）
■交通事故相談（10：
00 ～ 15：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来庁
■定例教育委員会議
（14：00 ～市役所）

■朝市（6：00 ～市役
所）

16 17 18 19 20 21 22
■朝市（6：00 ～冨士
センター）

□消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）
■住宅リフォーム無
料相談会（13：00 ～
16：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（6：00 ～市役
所）

23 24 25 26 27 28 29
■朝市（6：00 ～冨士
センター）

□消費生活相談
■議会臨時会（予定）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来庁
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□女性生き生き相談
■夜間窓口納付と納
税相談
（17：15 ～ 20：30市役
所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（6：00 ～市役
所）

30 31
■朝市（6：00 ～冨士
センター）
■休日窓口納付と納
税相談
（9：00 ～ 12：00市役
所）

□消費生活相談

　　　文化会館　　　☎(492)1121

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。

各　種　相　談
□消費生活相談　月・水・金曜日
10:00 ～ 16:00　市役所相談室　内線
3294（商工振興課　内線3242）
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）
市役所相談室　内線3280
□就学相談　月～金曜日　8:30 ～
17:00　学校教育課　内線3422
□教育相談
（相談員による相談）　月～木曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2・4木曜日
10:00 ～ 16:00　保健福祉センター
（要予約）　企画政策課　内線3354・5
□心配ごと相談　水・金曜日　10:00
～ 15:00（弁護士来庁日は8:30から窓
口で受付）　保健福祉センター　社会
福祉協議会☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
9:00 ～ 17:00　保健福祉センター
ボランティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター
子育て相談窓口☎（497）3477
□こころの相談（医師による相談）
第2木曜日　10:00 ～ 12:00　（精
神保健福祉士による相談）第3・4水
曜日　10:15 ～ 15:00　保健福祉セン
ター　保健福祉相談室☎（497）3491
（要予約）

各　種　相　談

郷土資料館 　☎(492)1124

プラネタリウム館　☎(492)1125

項　目 内　容 日　程
常設展「白井のあゆ
み」

原始・古代から現代までの白
井を紹介

火～日曜日
9：00 ～ 17：00

※6日㈭・7日㈮は展示替えのためお休みです。

項 目 内　容 日　時 金 額

子ども投映
ロイ君アワー

ぼくらのうちゅう
りょこう～いちばん
星のひみつ

日曜日　11：00 市内　大人
210円、
子ども100
円
市外　大人
310円、
子ども150
円

一般投映

宇
そ ら

宙と88の星語り
～しし座物語 土・日曜日　13：30

星空を旅しよう2010
～宇宙から見る地球

水・金・土・日曜
日　15：00

ひよこプラ
ネタリウム

初めてプラネタリウ
ムを見る幼児向けの
星のお話

26日㈬
11：30 ～ 12：00

大人100円
子ども無料

昼間の星を
見る会

太陽表面の観望（天
候により中止の場合
あり）

22日㈯
11：30 ～ 13：30 無料

星を見る会 月、金星、土星ほか 22日㈯
19：00 ～ 20：15

大人100円
子ども無料

マタニティ・
コンサート
+α

絵本の読み聞かせと
星の誕生のお話し・
音楽

20日㈭
13：30 ～ 14：40

市内在住の
妊婦は無料
市外大人
310円

※6日㈭・7日㈮は保守点検のため、一般投影はお休みです。

　　　　図書館　　☎(492)1122

項　目 日　時 対　象

おはなしかい 12日・19日・26日
（各水曜日）　15：30 ～ 一人でお話の聞けるおともだち

親子おはなしかい 26日㈬　11:00 ～ 市内在住の小学校未就学児とその保護者

ボランティアによる
土曜おはなしかい 29日㈯　15:00 ～ 児童～

※図書館の開館時間は火曜日から土曜日は午前9時30分から午後7時、日曜日は午前
9時30分から午後5時です。

乳幼児健診・予防接種
健康課母子保健班☎(497)3495

日程 場所 受付時間 対象

4カ月育児相談
7日㈮

○保
9:30 ～ 10：00

21年12月生まれの人
25日㈫ 13：15 ～ 13：45

9カ月からの食育教室
28日㈮ ○保 9:30 ～ 9:45 21年7月生まれの人

1歳6カ月児健康診査
18日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 20年10月生まれの人に
は個人通知

21日㈮

3歳児健康診査
11日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 18年11月生まれの人に
は個人通知

14日㈮

2歳児歯科健康診査
19日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 19年11月生まれの人に

は個人通知

三種混合
20日㈭ ○保 13:15 ～ 13:45 生後3カ月から90カ月

未満の人

ポリオ
26日㈬ ○複

13:15 ～ 13:45 生後3カ月から90カ月
未満の人27日㈭ ○桜

28日㈮ ○保

※予防接種日程は集団接種です。個別接種についてはお問
い合わせください。
　場所の○保は総合保健センター（保健福祉センター 2階）、
○複は西白井複合センター、○桜は桜台センターです。
　該当すると思われる人で通知のないときは、お問い合わ
せください。

健康相談 保健予防班☎(497)3495
健康づくり推進班☎(497)3494健康課

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ

2日㈰ 大 映画「アバター」 10：15
13：45

一般1,200円
高校生以下
1,000円

エヌ・アイ・エス
☎0120（0843）94

15日㈯ 中 ライオンズクエストセミ
ナー「青少年健全育成」 13：30 無料

白井ライオンズク
ラブ
☎090（3342）2324

16日㈰ 中 家庭倫理の会講演会 14：00 1,000円 家庭倫理の会　大熊
☎（444）0736

16日㈰ 大 千葉ニュータウン混声合
唱団演奏会 14：00 自由席1,000円 西脇☎070（5568）2196

23日㈰ 中 ピアノ発表会
10：30
13：30
16：30

無料 野上
☎04（7191）1006

29日㈯ 大 白井市婦人会
映画「アンダンテ」 14：30 前売り1,200円 白井市婦人会　高山☎（491）3958

※主催者の都合により内容が変わる場合があります。

日 程 時　間 場　所
19日㈬

10:00 ～ 11:30
西白井複合センター

27日㈭ 保健福祉センター

対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護師が対
応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。27日㈮は食事や
栄養について栄養士に相談したり、子どもの身長や体重を測定する
ことができます。


